
調査結果一覧表



年 月 時

1 1
富
山
県

1 67

2
0
0
9

6 1
1

水田
道路

管理

用水路の斜面を草刈していたらＵ字溝を踏
み外して足を滑らせる。その時は、滑りや
すい水田長靴を履いていた。当日、雨が
降っており滑り易かった。年４回ぐらい草
刈する。労災には入っていた。

傾斜角が強い法面の
下部で狭いＵ字溝に
乗った状態で、不安
定であった。

Ｕ字溝に、板などを敷
いて、足場を確保する
等の工夫が必要

近くに止めていた軽
トラで自宅にたどり
着く

右アキレス腱
断裂

1

2 2
富
山
県

1 76

2
0
0
6

7 7 畦 管理

田んぼのくろの傾斜が40度以上ある所で草
刈中、草刈機のエンジン部分が、後ろの立
木に当たって、その反動で、斜面より転落
し、用水の一番深い所に落ちる

急斜面での草刈り
で、足下や前だけに
注意が集中し、草刈
機など、身体より後
ろに突き出るものに
注意が向かなかった

その後、自家製の小段
を設けた

携帯電話をもってお
らず、連絡がとれな
かったので、100m以
上ある畦を這いずっ
て行った

右踵骨骨折

1

3 3
滋
賀
県

1 61

2
0
0
8

7 1
0

道の
法面

管理

動力草刈り機で約6m、斜度40°の法面の草
刈中、下から約4mの所を足場を固めながら
刈っていて、約１時間した頃、足下が滑っ
て４ｍ下に尻と背中が滑るように滑落。草
刈機は、しっかり握っていたので、切創な
どもなく、背中と尻で滑ったので、身体的
創は無かった。

急斜面での草刈り
で、足場や姿勢を安
定にする事が困難な
ため

・小段を設ける
・スパイク付きの履き
物の着用
・シートで法面を覆う
　現在は、一部コンク
リートで固めた

なし

4

4 4
滋
賀
県

1 57

2
0
1
0

4 1
1

道の
法面

管理

竿式の動力草刈り機を肩掛けせずに、約
2.5m、斜度50°の法面の草刈中、いつもは
しているスパイクを着用せず草刈をしてい
て道路下90cmに滑った。転倒はしなかった
が、草刈機のマフラーに触れてやけどをし
た。

・いつもはしている
スパイクをしておら
ず、滑りやすかった
・マフラーカバー
は、オイルが付着し
て汚れるので、外し
ていた

・スパイクの着用
・様々な場面で使用で
きる様々なスパイクの
開発

右手首軽度熱
傷、医療機関
に行かず

4

5 5
栃
木
県

1 63

2
0
1
0

8

7
:
3
0

県道の歩
道と畦の
境

水稲

田の畦畔の草刈を始めたが空き缶など畦に
あったので取り除こうと、エンジンをかけ
たまま、道路の縁石に、刃の手前の操作棹
部を載せておいた。後ろを向いてゴミを
取っている間に刈刃が回転しながら路面を
移動してきて刃が左足に当たった。

草刈り機のエンジン
を掛けたまま、道路
に置いたこと。ス
ロットルレバーを戻
しても刃の回転が止
まらなかったこと。

エンジンを止めること
の徹底。古い草刈り機
でも、手を離せば刃の
回転が止まるよう改
良。

事故直後、500m離れ
た内科医院へ自力で
軽トラを運転して行
き、そこから救急車
で外科病院へ行った

左足首切傷

2

受傷年月等
地
区
名

医療情報
発生
場所

農業
種類 事故状況

＜農機事例＞　Ⅰ．農機一般

１．草刈機
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢

機種
NO 主要な原因 提案・改善策
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年 月 時

受傷年月等
地
区
名

医療情報
発生
場所

農業
種類 事故状況

１．草刈機
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢

機種
NO 主要な原因 提案・改善策

6 6
長
野
県

1 76

2
0
1
1

9 1
1 畦 水稲

土手の草刈り中、手でヨケの草を取ろうと
して、エンジンを止めずに下に置いた草刈
り機の刃に左足が触れて受傷した。

草刈り機のエンジン
を止めずに他の作業
をして、一瞬忘れ
た。

草刈り機の改良。ス
ターター。アイドリン
グ時の刃回転停止など

太ももをロープで縛
り、自車で病院受
診。「運転禁止」と
いわれたが少し休ん
で運転して帰宅

左下肢切創

2

7 7
新
潟
県

1 69

2
0
1
0

8

1
6
:
0
0

畦 管理

左手で刃に巻きついたつるを掃おうとして
いたとき、草刈機の刃が土手に接触し、刃
が跳ね返り、左手の甲に刃が当たり怪我し
た。

エンジンのかかった
まま、草刈り機のつ
るを取り除こうとし
た。

草刈り機のエンジン停
止。エンジンのかかり
やすい機種の検討。

携帯電話で娘に連
絡、娘が救急車要
請、現場に直行。そ
れまで左手を上げ、
傷口を押さえてい
た。

左手筋損傷

1.2

8 8
兵
庫
県

1 66

1
9
8
8

7 1
6 畦 管理

背負い式の草刈機で草刈り中、刈刃周辺に
草の塊ができ、詰まりかけたので、左足で
草をはねのけようとして、回転刃で足の親
指を切った。

エンジンを切らず
に、刃に絡んだ草を
取ろうとした

・回転刃はエンジンを
止めて作業

自車で病院受診 左足親指先端
挫減受創

2

9 9
新
潟
県

1 73

2
0
1
0

9

1
6
:
0
0

水田の畦 水稲

水田の畦の草刈中に、動力草刈機が木の古
株に当たり、その反動で草刈機が跳ね返
り、エンジン部分が左の腰にぶち当たっ
た。

草丈が高く、エンジ
ン全開での作業のた
め反動が大きかっ
た。

年に数回の草刈り作業
を計画的におこなうこ
との指導が必要。

携帯電話圏外、自車
で帰宅、救急車要
請、血液サラサラ薬
を飲んでいたので、
打撲の後の内出血が
ひどかった

腰打撲

2

10 10
富
山
県

1 35

2
0
0
8

6 7 河川の法
面

管理

25人くらいで、河川敷約200mの草刈中。草
が蔓が多いのでヒモのものでは刈れないの
でチップソーを使って急斜面、35°で石が
跳ねて、足に当たった。草丈が1m20～30cm
以上と高く地面の様子が良く分からず、と
にかく石はパンパン跳ねてはいた。長靴は
滑るのでスニーカーを履いていた。お互い
は、とにかく離れて離れて刈っていた。

河川敷に石が多いの
は分かっていたが、
勢いで石を跳ねてし
まった

新しい場所、久しぶり
に刈る場所での草刈作
業では現場の事前確認
をする

作業中は気がはって
いて気がつかなかっ
たが、作業を続けて
いた。翌日受診、Ｘ
線撮影、異常なく湿
布程度で終わる

左足下肢打撲

2

農機一般・1.草刈機2
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年 月 時

受傷年月等
地
区
名

医療情報
発生
場所

農業
種類 事故状況

１．草刈機
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢

機種
NO 主要な原因 提案・改善策

11 11
富
山
県

1 56

2
0
0
8

8 1
1 道 管理

お盆が近く、20年近く草刈をしていない自
宅の裏の約１ｍくらいの草丈の草刈中、穴
に落ちた。この地域は地滑り地帯で、20年
くらい前の工事の際に、排水溝として1.5
ｍくらいの穴が設けてあったが、蓋がされ
ておらず、草丈の事もあり、まさかそんな
所に穴が空いているとは思わず、落下した

穴が空いている事
は、目視だけでは確
認出来なかった

地滑りの対策工事の際
に、排水溝に当然蓋を
すべき、また新しい
所、久しぶりに行う草
刈現場は、事前に環境
確認を行う

家のすぐ近くだった
ので、携帯電話を
もっておらず、約4m
の斜面を這い上がる
のに、30分以上か
かって、家人の助け
を求める

左アキレス腱
断裂

1

12 12
富
山
県

1 26

2
0
0
8

6 1
6 倉庫跡 管理

草刈中、草むらの中で番線をはじき安全靴
を貫いて、足の甲を貫通した

公用地であり、草丈
80cm位で、草むらに
なにがあるか分から
ず、誰かが番線を捨
てていったらしい

初めて作業する現場
で、かつ草丈の高いと
ころは、現場確認を事
前にする

近くの診療所で、番
線を脱いでもらった

右足背部裂創

2

13 13
富
山
県

2 57

2
0
0
8

8 1
7 農道 管理

いつもは、ゴーグルをして草刈をするのだ
が、その日に限って、「少しの時間だか
ら」とゴーグルをせずに草刈り中、チップ
ソーが目に飛び込む

防護の不備、また草
刈機の安全カバー
は、草が絡むと言う
ことで外してあった

防護の徹底 軽トラで帰宅、近医
受診、翌日総合病院
紹介、入院

右眼眼内異物
右眼角膜裂傷

1

14 14
富
山
県

1 68

2
0
0
9

7 1
5

道の
法面

管理

法面、約10m、斜度が50～60度で草刈り作
業中、汗がでたので、エンジンを止めず、
防護眼鏡をはずし、操作桿を地面に置いて
汗を拭こうとして、回転していた刈刃が小
石にあたり、それが左目を直撃

エンジンを止めずに
ゴーグルを外した

エンジンを止めるべき
であるが、急斜面であ
り、再度作業を再開す
るには、斜面がきつす
ぎ、セルモーターで不
安定な場所でもエンジ
ンをかける事が出来る
構造の草刈機の開発も
必要

当日は、痛いと思っ
たが放置、２日後の
朝突然、目の前が
真っ暗、近医を受
診、総合病院に転
院、手術

左眼眼球内異
物
眼内炎
外傷性白内障
網膜裂孔

1

15 15
滋
賀
県

2 76

1
9
9
6

7 1
3 畦 管理

動力草刈り機で夏暑くて見えにくいので保
護めがねをせずに草刈り中、瓦の破片が飛
んできて眼に刺さった。

防護の不備、また草
刈機の安全カバー
は、草が絡むと言う
ことで外してあった

・夏の暑いときにも快
適に出来る防護装備の
開発
・安全カバーも草が絡
まない仕組みのものの
開発を

近医を受診するも、
対応できず、大津日
赤へ転送、事故後2
時間

虹彩前部の前
眼房刺傷、
眼房水破水、
2針縫合 1

農機一般・1.草刈機3
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年 月 時

受傷年月等
地
区
名

医療情報
発生
場所

農業
種類 事故状況

１．草刈機
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢

機種
NO 主要な原因 提案・改善策

16 16
栃
木
県

1 71

2
0
1
1

8

1
1
:
0
0

田の畦 水稲

田の畦草刈中、畦の平場を刈り、次に30ｃ
ｍ程度の斜面の草を刈り上げていた。作業
姿勢は左足を法面中段に置き、右足は後方
に置いた。刈刃が右畦畔下に戻した時ｷｯｸ
ﾊﾞｯｸし、刃が左側に跳ね上がった。その
時、長靴を履いていた左足親指まで刈刃が
到達。

右から刈り上げると
きの草刈り機の操作
手順の間違い。

右からの草刈り作業で
は、右下の石や杭、木
の幹などでキックバッ
クすることが多いこと
の体験学習。

その場で長靴を脱
ぎ、妻に手ぬぐいで
縛ってもらい、自力
で病院へ

左足第１趾切
傷

2

17 17
滋
賀
県

2 69

1
9
7
8
？

7 川渡り中 管理

圃場へ行く途中の川を渡っているとき、石
の上で滑って転倒し、草刈り機刈り刃で負
傷、エンジンを駆けていなかったが、剥き
出しの刃で手を受傷

滑りやすい川を、草
刈機をもってわたっ
ていた

・草刈機を運搬する際
の、刈刃を覆う安全カ
バーを、草刈機のグッ
ツとしてセットで販売
を検討

事故直後、痛くてし
ばらく動けず、自力
で帰宅、自車にて地
元病院を受診

右手第4指基
節骨切傷、筋
断裂

2

18 18
佐
賀
県

1 63

2
0
0
5

8 1
6 畦 管理

回転刃の草刈機で畦草を刈っていて、約３
時間作業して終わりに近づいた頃、畦横の
側溝に刃を接触させ、反動で足を負傷。草
刈機のベルトは背中で交差するタイプで強
い反動が帰って来た。

回転刃で、コンク
リートがすぐ横にあ
る場所で草刈をして
おり、常に接触の危
険をはらんでおり、
また長時間連続で作
業をしており、疲労
があり集中力が欠け
ていた

コンクリートなどがあ
る場合は、極力ヒモの
草刈機の使用を、休憩
を適切に取る

自分でタオルで止血
し、500m離れた自宅
まで自力で軽トラで
帰宅、119番通報、
５分位で到着、救急
隊員の判断でドク
ターへり要請、久留
米医大病院へ、10分
後到着

左足人差し指
裂傷（10針縫
合）

1

19 19
富
山
県

1 52

2
0
0
8

8 9 町内
林道

管理

町内草刈に出役し、10数人で作業中に右手
指をすずめ蜂に刺された。

草刈機が何台も動い
ており、スズメバチ
が驚いて攻撃してき
たのか。当日、スズ
メバチが攻撃しやす
い黒い服装、黒っぽ
い手袋をしていた。

・白っぽい服装で草刈
をする
・スズメバチの場合、
巣をいきなり攻撃する
と、一斉に蜂が攻撃し
てくるが、事前に働き
蜂が警戒行動で飛び回
るので、そのサインを
見逃さない

ｱﾅﾌﾗｷｼｰを起こし、
呼吸困難になった。
周辺にいた人達が、
救急車を呼び搬送

スズメバチ刺
傷

2

農機一般・1.草刈機4
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年 月 時

20 1
新
潟
県

1 78

2
0
1
1

9

1
2
:
3
0

圃場 水稲

籾タンクを空にして、タンクをよく見た
ら、スロアの上の箇所に籾が残っていたの
で、掃おうとして左手が巻き込まれた。手
がとれなくなった。

エンジンを止めずに
スロアの籾を取り除
こうとした。

講習会の開催 奥さんに救急車と工
作車を呼んでもらっ
た。工作車を呼んで
機械を切断しても
らったが、農協の農
機担当なら部品を外
せた可能性も高い。

左手指裂傷

2

21 2
新
潟
県

1 53

2
0
1
1

10

1
4
:
0
0

格納
庫前

水稲

コンバインの中に残っている籾を取り除く
為、搬送スクリューのカバーを開き、揺さ
ぶっていた時、右手人差し指がスクリュー
に挟まれた。

エンジンを切らずに
搬送スクリューの掃
除口の作業に当っ
た。焦りもあった。

危険箇所の清掃時はエ
ンジンを止める。

妻に救急車の手配と
親戚の叔父さんを呼
ぶように指示。切れ
た指先を探し出し、
袋に氷と一緒に入れ
て受診。他の病院に
転送されたが、指の
接合は無理だった

右手人差し指
切断

1.2

22 3
富
山
県

1 47

2
0
0
8

9 5 田 水稲

袋取りヤンマーコンバインにて、前日、作
業をしたが、ぬかるみがひどくて潜り込ん
だため、5:30頃より父親と、コンバインを
板などを敷いて、ようやく脱出。さらにぬ
かるみの所を刈ろうとして、少し刈った時
点で、籾にどの程度露がかんでいるか確認
のためエンジンを止めずに、タンクに手を
入れ、籾吹き出し口のスロアーに手を伸ば
し、籾を受け止めようとして、左手母指を
巻き込まれた

棚田で、圃場状態は
ぬかるんでいて、籾
に露のかかり具合を
確認するため、エン
ジンを切らずにスロ
アー付近に手を出し
た

・棚田でぬかるみ状態
であり、これまでも毎
年、コンバイン、トラ
クターが潜り込み、条
件のいい状態での機械
作業が出来ておらず、
土地の構造改善を含め
ての対応が必要

父と一緒に仕事、事
故直後、家まで送
り、妻に病院へ、そ
の間約１時間

左母指、ＭＰ
関節粉砕骨
折・開放骨折

1

23 4
愛
媛
県

1 78

2
0
0
2

10
1
5

田 水稲

米の収穫作業が終わり、コンバインの点検
作業を行っていた際にゴミを排出する部分
にもみが詰まっていたため、エンジンをか
けたまま、ただしクラッチは切って、籾排
出口に手を入れ籾を取り除こうとして、手
を入れたら、スロアーが回転しており、指
を切断した。

「クラッチを切っ
た」との事である
が、走行クラッチの
み切って、脱穀部の
クラッチを切ってい
なかった可能性があ
る。

・操作手順の教育の徹
底が必要

救急車で搬送。詳細
は不明。指を切断、
接合は出来なかった
のか？

左手中指と薬
指の切断

1

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類 事故状況

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

主要な原因 提案・改善策 医療情報 傷病名

２．コンバイン

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

農機一般・2.コンバイン1
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年 月 時

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類 事故状況

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

主要な原因 提案・改善策 医療情報 傷病名

２．コンバイン

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

24 5
佐
賀
県

1 59

2
0
1
0

9 9 田 水稲

秋作業前に、業者に点検のためコンバイン
をオーバーホールをしてもらった。３条の
コンバインで稲刈りを始めたところ、籾が
タンクに貯まる音がしなかったので、籾の
搬送部の蓋からもれているいるのかと思
い、確認のため降りて腹底の籾搬送部に手
で確認したところ、搬送部のカバーがされ
てなく、左手を入れたところ、らせん部分
で指先を切った。業者が点検した際、蓋を
はずしたままにしていた。蓋は納屋の隅に
立てかけてあった

脱穀クラッチを切ら
ずに、らせん部に手
を入れた、またオー
バーホール時の業者
が、整備不良であっ
た

詰まりや、らせん部の
点検時は、エンジンを
切る、脱穀部クラッチ
を切る
また、他人に整備や修
理を依頼したとき、受
け渡し時に修理点検箇
所の確認をする

携帯電話で直接救急
車を呼んだ。迷った
ようだが携帯電話で
誘導した。動脈は切
れていなかった。Ｒ
Ｈ－の血液型であ
り、幸い輸血を必要
としない手術であっ
た

左手指４本裂
傷

1

25 6
栃
木
県

1 41

2
0
1
0

10

1
0
:
0
0

田の畦 水稲

稲刈り時、タンクが満杯になった籾を排出
しようとコンバインを隣の田に移動中、畦
を左斜めに進入した時、右側に横転した。
運転者は飛び降りた。

コンバインを移動す
るとき、畦を斜めに
進入した。

他の田へ移動するとき
には、出入り口を使用
し直角に走行する。

－

-

26 7
富
山
県

1 58

2
0
0
6

8
1
6

農道 水稲

コンバイン乗車中に直進走行していて、進
入路にに入るため、大回りをして回転しよ
うとしたら、コンバインが路肩からずれて
横転し、そのはずみで乗車中の者が放り出
され、田んぼへ転落

コンバインは大型化
したが、道路幅は、
昔のままであり、ギ
リギリであり、機械
と環境のミスマッチ

新規に入った機械につ
いて、死角の確認や、
目線で、キャタビラの
幅の確認等が必要

自分ですぐに医療機
関へ

手関節骨折

2

27 8
滋
賀
県

1 72

1
9
8
0

9
1
1

圃場 水稲

その年に購入した2条コンバインで、圃場
隅によるため、誘導者の合図に従い、ギリ
ギリまでバックしていて、以前に崩れた畦
の所で、畦・路肩が崩れ、前方が浮き上が
り、コンバインはそのまま仰向けとなり、
２ｍ下の川の縁に転落した。人は転落寸前
で飛び降りた。

・手刈り部分をなる
べく減らしたく、な
れない機械で、ギリ
ギリバックしたため
さ
・圃場の条件を十分
把握していなかった

・作業現場の事前確認
・新しい機械の場合、
経験に頼らず、常に確
認

なし

4

28 9
新
潟
県

1 74

2
0
1
0

10

1
5
:
0
0

田畑の進
入路

畑作

汎用コンバインでソバを刈っていた。下の
水田のソバを刈り取り、上の水田に移動す
る時、進入路の手前で高さ2.6ｍの所から
コンバインとともに転落し死亡した。

道路斜面が草刈りさ
れており、進入路と
勘違いし、転倒し
た。

山間地には不向きな大
型なコンバイン。もう
少し小さなコンバイン
はないか

集落から5分ぐらい
離れたところで携帯
電話通じず、下りて
救急車を呼んだ。来
るのに長く感じた

胸圧迫（死
亡）

3

農機一般・2.コンバイン2
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年 月 時

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類 事故状況

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

主要な原因 提案・改善策 医療情報 傷病名

２．コンバイン

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

29 10
滋
賀
県

1 40

2
0
0
0

9
1
7

道路 水稲

トラックにかけた歩み板をコンバインで上
がっている途中で、歩み板が外れてコンバ
インが傾き、コンバインは傾いたまま、ト
ラックに引っかかっていたが、運転者は、
投げ出された

歩み板の爪が頻回に
つかったため、摩耗
しており、重量のあ
るコンバインの荷重
で、外れた

・リモコン操作で、歩
み板の出る搬送用ト
ラックを購入
・歩み板は全国で使わ
れているが、このト
ラックに引っかける部
分の強度が、必ずしも
十分ではないと考えら
れ、摩耗や荷重等の開
発試験を行い、使用の
安全基準（耐用年数、
荷重、メンテナンスな
ど）を作成する事が必
要

軽い打撲程度
で、治療なし

4

30 11
愛
媛
県

1 71

2
0
1
1

10 8 倉庫前 水稲

法人倉庫にて稲刈りをする為、コンバイン
を運搬車を載せ、コンバインから降車中、
コンバインと運搬車の車体幅がほとんど同
じで、ステップに足がかかりにくい構造
で、足がかからず、踏み外したようにし
て、後方下へ転倒し、仰向けに転倒、後頭
部を隣地境界コンクリート畦畔に打ち付け
て頭部を強打。

コンバインと運搬車
の車幅が同じ1.8mで
あり、降車時の足を
安定的に確保するこ
とが困難

運搬車の横に、踏み台
や脚立を置く等の工夫
が必要

コンクリート畦畔に
頭を打ち脳震盪。同
僚が救急車を呼ん
だ。ＣＴ検査で脳に
水がたまっているこ
とが分かり転院

頭部外傷（脳
震盪及び脳内
部に水がた
まっていた）
⇒水頭症 1

31 12
佐
賀
県

1 64

2
0
0
8

11
1
5

田 畑作

大豆コンバインに手刈りした大豆を投げ込
む作業中に、刃先に指先が当たった

手刈りの大豆を手で
投げ込んでした

手刈りの大豆は、まだ
刈り取っていない、大
豆の上にばらまいて置
くだけで収穫できる、
ここでは、まだ刈って
いない大豆に立てかけ
るようにルールをアラ
タに決めた

一緒に作業したオペ
レーターは受傷者の
怪我に気づかず、１
周。オペレーターの
軽トラで病院へ。切
断した指を探してく
るように指示を受
け、接合。日常生活
には支障なし。

指骨切断（左
手中指第一関
節）

2

農機一般・2.コンバイン3
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年 月 時

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類 事故状況

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

主要な原因 提案・改善策 医療情報 傷病名

２．コンバイン

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

32 13
佐
賀
県

1 53

2
0
0
9

11
1
2

田 畑作

大豆コンバインで刈取作業中に、刃に土の
塊が挟まったのが見えたので、それを取り
除くため、走行クラッチを切り、リールを
上げ、リールの下に潜り込んで土を払いの
けた途端、リールと刈刃が動きだし、左肩
からリールに巻き込まれ、また刈刃に指が
ふれ、死にものぐるいで脱出した。

走行クラッチを切っ
ても、脱穀クラッチ
が切っておらず、詰
まったものを取り除
いた途端、動きだし
た

走行クラッチのみなら
ず、詰まったらエンジ
ンを切る

手伝いの人が携帯で
救急車を呼んだ。場
所が干拓地で目印も
なく、気が動転して
場所がうまく伝わら
なかった。自分の携
帯は怪我で使えな
かった。整形外科病
院から手術・麻酔が
必要になり、総合病
院に転院

左肩関節脱臼
骨折
右手人指し指
裂傷

1

33 14
新
潟
県

1 61

2
0
1
1

9

1
1
:
5
0

圃場 水稲

手刈りをした稲をコンバインの脱穀部分を
差し込んでいた時、稲ワラと一緒に左手が
巻き込まれた。

手刈りの稲を脱穀部
に入れて巻き込まれ
た。

緊急ストップボタン。 痛みが強いので事故
翌日受診。縫合手術
が必要といわれた
が、麻酔で失神。手
術断念、薬で治療、
長引く。

左手人差し指
損傷

2

34 15
愛
媛
県

1 68

2
0
1
0

10 8 倉庫 水稲

機械倉庫の前で、コンバインの刈刃に潤滑
油を注いでいた時、油を完全正常に延ばす
ため、エンジンを停止せずに、低速の状態
で刈取・引き起こしチェーンを回していた
ため、引き起こしの爪が右手首の上部をえ
ぐり負傷した。

注油口が小さく、横
から稲の掻き上げ
チェーンに注油して
いた

現在、自動注油のもの
も普及しているが、掻
き上げ部への注油は、
必ずしも十分ではな
い。掻き上げ部のカ
バーが簡易に着脱でき
る構造であれば、注油
も容易となる

自車で病院受診 右手首えぐる
傷（3cm程度
の傷）

2

35 16
佐
賀
県

1 54

2
0
0
4

10
1
4

田 水稲

稲刈り作業中、コンバインがオーバーヒー
トしたためラジエーターの蓋を開け冷却水
を入れようとしたところ、冷却水が噴出し
左手にかかった。機械は古く、常にオー
バーヒートしており、対処手順はいつもの
通り行ったつもり

オーバーヒートを起
こしたので、作業の
遅れが生じる事を恐
れ、急いでいた

コンバインを買い換え
た

家族に連絡、自車に
て10分ほどで診療所
で受診

左手火傷

2

農機一般・2.コンバイン4
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年 月 時

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類 事故状況

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

主要な原因 提案・改善策 医療情報 傷病名

２．コンバイン

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

36 17
愛
媛
県

1 72

2
0
1
1

12
1
0

田 畑作

生産組合が管理している水田において、大
豆コンバインで大豆の刈り取り作業中、ゴ
ミがつまったためコンバインから降りる
際、上から二段目のステップ（地上から
47cmの高さ）で履いていた長靴が前日から
の雨で濡れており、足を滑らしステップで
右足を強打し負傷した。

圃場が前日の雨でぬ
かるんでいて、長靴
がぬれて、かつ泥が
付着していて滑り易
かった

安全靴のような強固な
ものでなくていいか
ら、靴底のもっと凹凸
があり、滑らない作業
靴の開発が必要。工事
現場用は、基本的に水
平面を想定している
が、農作業現場、ぬか
るんだり、滑り易いと
ころが、基本的な現場

様子をみていたが痛
みが引けないために
事故３日後に受診、
即入院

右脛の剥離骨
折

1

37 18
兵
庫
県

1 58

1
9
7
7

9
1
1

田 水稲

コンバインカッタ－の蓋をエンジンをかけ
たまま明け、鎌で詰まった藁を取り除いて
いて、手がカッターに巻き込まれた

エンジンを止めず
に、詰まったワラを
取り除こうとした。
また雨が気になり
焦っていた

詰まったら、エンジン
を止めて詰まりを除く

心臓の脈動に合わせ
て鮮血が１ｍ飛ん
だ。大声に気づいて
若い人が来てくれ
た。押さえて止血。
病院まで体力を消耗
しないように寝てい
た。軽トラで搬送

右手首切断

1

農機一般・2.コンバイン5
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年 月 時

38 1
長
野
県

1 54

2
0
1
0

12
1
5

土手 水稲

乗用トラクターで転作田を移動中、土手を
上ろうとしてトラクターに乗ったまま左下
の川に真っ逆さまに転落

12月の午後で仕事の
忙しさから焦ってい
た。

機械の基本的な操作講
習受講の義務化

自ら軽トラックで自
宅に戻り、母親の車
で病院搬送

左足示指・中
指・薬指中足
骨骨折 1

39 2
新
潟
県

1 57

2
0
1
0

4

1
0
:
3
0

農道 水稲

トラクターに乗車中、片手運転をしてお
り、用水にトラクターとともに転落した。

左手にロープを持っ
てトラクターを運転
した。水路に転落

基本的な安全意識の欠
如

自力で這い上がり救
助を求めた。通りが
かりの人が自宅に戻
り電話で救急車要
請、処置対応ができ
ないと他の病院に転
送

右手中指挫
傷・腰骨盤骨
折・右大腿骨
ヒビ

1.2

40 3
滋
賀
県

1 84

1
9
8
8

4
1
8

農道 水稲

トラクターで急坂を尾輪を下ろさず、ブ
レーキペダルを左右連結せずに上がってい
たとき、前部が浮いて、3m下に転落

約11度の斜度、道幅
1mでトラクター走行
にかなり困難な場所
を、ロータリーの尾
輪をいつもは下ろし
ているのに、下ろし
ていなかった。集落
の会合が予定されて
いて、考え事をして
いた。また、ブレー
キの連結ロックもし
ていなかった

・傾斜地である角度以
上になったらブレーキ
の連結ロックがかかっ
ていなかったら、警報
がなる装置の開発を
・農道を自分で拡幅し
た

職場の近くのよく
知っている医院まで
1時間半かけて入っ
た。

右上腕骨遠位
部の亀裂骨折
右腕に大量の
皮下血腫

2

41 4
滋
賀
県

1 76

2
0
0
1

4
1
1

圃場
出入口

水稲

圃場の出入口を斜度16°をギアをＭ２に入
れてすぐ横の圃場に移るため、トラクター
で上っていたときに、ハンドルを切り、ブ
レーキペダルを踏んだときに、おそらく連
結ロックをしておらずトラクターが半回転
して、右側の圃場にトラクターごと転落
し、足がトラクターのタイヤの下敷きに
なった。

・ブレーキの連結
ロックをしていない

・圃場を上がる前にど
んな短い距離であって
も圃場を出る前にブ
レーキの連結ロックを
する
・傾斜地では、スピー
ドを落とす

軽度の打撲、
医療機関に行
かず

３．トラクター
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 主要な原因 提案・改善策 医療情報

地
区
名

発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等

機種
NO

農機一般・3.ﾄﾗｸﾀｰ1
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年 月 時

３．トラクター
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 主要な原因 提案・改善策 医療情報

地
区
名

発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等

機種
NO

42 5
北
海
道

1 59

2
0
1
0

5

1
1
:
0
0

水田 水稲

クローラー（キャタビラ）トラクターにハ
ローを付けて、代掻き開始前に、均平板を
下ろしていないことに気づき、均平板昇降
レバーを下ろすため、キャビンから出て、
クローラーを伝って、トラクター後部に移
動し、右足をハローに乗せた時、水田長靴
が滑り、転倒

トラクターのクロー
ラーの上を移動中、
滑って転倒

レバーなどの操作をす
るときには、トラク
ターから降りて作業す
ることの徹底。

事故後翌日自ら運転
受診、Ｘ選撮影

右胸部打撲、
肋骨ヒビ

2

43 6
北
海
道

1 47

2
0
1
0

11

9
:
0
0

水田 水稲

クローラー（キャタビラ）トラクターにサ
ブソイラを装着して芯土破砕作業を行う際
に、トップリンクの長さを変えて深耕調整
するため、トラクターから前向きに降りよ
うとした時、右足をクローラーに乗せて体
重をかけた瞬間、滑って右手を凍結した地
面についた

トラクターから前向
きに降りるとき滑っ
た。地面が凍結して
いた。

大柄な体型で後ろ向き
に降りられなかった。
地面が凍結していた。
クローラに乗ってしま
いやすい構造にある。

すぐに奥さんの車で
病院へ搬送受診。金
属接合プレート接合
手術

右手首骨折

1

44 7
長
野
県

1 61

2
0
1
0

11
1
1

田 水稲

乗用トラクターから降りる際、運転席のス
テップが狭く、濡れていたこともあり滑っ
て落ちた。

旧式のトラクターは
運転席の足回りが狭
く、乗降が困難。

旧式のトラクターの改
善

仲間の車で病院受
診。知識不足で共済
保険活用せず。

左半月板損傷

2

45 8
新
潟
県

1 74

2
0
1
1

5

1
0
:
3
0

圃場 水稲

タイヤの補助車輪の上に乗って、運転席に
移動した際に足が滑った。地面に落下する
際に手がレバーに当たり、レバーが前進に
入ってしまった。その為、車輪に轢かれ
た。

エンジンを止めずに
ロータリーの刃の点
検をし、補助車輪の
上を移動した。

ロータリー刃の事前点
検。エンジンの停止。

あまりの痛さに声が
出なかったので手を
上げたら仲間が気づ
いてくれ、救急車を
呼んでくれた

肋骨骨折・靭
帯損傷・アゴ
骨折

1.2

46 9
長
野
県

1 58

2
0
1
1

5
1
2

水田
道路

水稲

代かきを終えて乗用トラクターから降りて
作業中、突然トラクターが動き出したの
で、止めようと飛び乗ったが、危ないと判
断し、飛び降りたとき受傷

トラクターのサイド
ブレーキがしっかり
掛けてなかった。

借用機械であり、サイ
ドブレーキの位置が自
分のものと違う。統一
が必要。

昼頃の事故、夕方に
なって痛み、病院受
診

右肩打撲

2

47 10
新
潟
県

1 55

2
0
1
0

10

8
:
0
0

圃場の乗
り入れ口

水稲

トラクターで代かき作業を終了し、トラク
ターの圃場から乗り入れ口に出し、車輪の
補助のツメを収納していた時、トラクター
が動き出し車輪に轢かれた。

傾斜場に止めたトラ
クターが動き出した
ので、止めようとし
て轢かれた。

停車の時はサイドブ
レーキを徹底する。

生産組合の消防職員
が病院へ通報。自車
で受診、翌日再診、
入院

左肋骨4本ヒ
ビ

1.2

農機一般・3.ﾄﾗｸﾀｰ2
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年 月 時

３．トラクター
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 主要な原因 提案・改善策 医療情報

地
区
名

発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等

機種
NO

48 11
富
山
県

1 70

2
0
0
7

5 車庫 畑作

トラクターの作業機取替時に、アタッチメ
ントの畝立て機のピンを外したところ、ア
タッチメントのバネの力で跳ね、顔面強打

アタッチメントの取
り外しの方法につい
て、熟知しておら
ず、ピンを外したと
き、バネで跳ねると
思っていなかった

作業機取り替えについ
て、十分な研修が必
要、機械的にも、ピン
一つ外して、跳ね上が
る構造ではなく、ゆっ
くり外れ、上がってく
る構造へ

数日間、我慢、青あ
ざがひどくなって受
診

顔面打撲

2

49 12
富
山
県

1 47

2
0
0
6

5
1
5

前庭 水稲

トラクターのドライブハローからロータ
リー作業機に取替えて尾輪をセットし、ピ
ンを止めずにロータリーカバーを上下に動
かし深耕のロッドのセットを確認したとこ
ろ、尾輪が落下し、右足指部の薬指に落
ち、３日間我慢したが痛みがとれず、接骨
院へ行った

尾輪は、錆などで落
ちない時もあり、一
時的に支えられて抜
けて来なかったが、
作業中の振動などで
落下した。

作業機取り替えについ
ての十分な研修が必要

自分で受診 足部打撲

2

50 13
北
海
道

1 70

2
0
1
0

7

1
4
:
0
0

牧草地
酪農・牧

畜

500m×500mの牧草の刈り取りの際、まっす
ぐに刈り進むため、牧草地の500m先の木に
目印の袋が牧草地のアップダウンのため、
見えなかったので、運転席からトラクター
のボンネットに上り確認しようとして、ボ
ンネットに乗り損なって、転落、背部を打
撲

トラクターのボン
ネットに上ろうとし
た。落下。

高齢者の体力の低下な
どを本人に自覚しても
らう検査方法の確立が
必要。

持病の薬の影響もあ
り、内出血が酷く、
入院が必要になった

背部打撲

1

51 14
千
葉
県

1 54

2
0
0
3

9 7
畑と道路

の間
畑作

白菜のマルチがけをし、終了してトラク
ターを道路に上げてマルチを切っていたと
ころ、トラクターが自然にバックしてき
て、回転していたロータリーに下半身を巻
き込まれた

トラクターのサイド
ブレーキを掛けな
かった。ロータリー
の回転を止めなかっ
た。道路がわずかに
傾斜していたのと、
道路端が長年の間に
崩落していた

降りて作業するときに
は、エンジンを停止す
る基本を徹底する。

近くのハウスにいた
人が気づき大腿部止
血、救急車要請、ド
クターヘリ搬送

右大腿骨、４
カ所開放骨折

1

52 15
福
岡
県

1 80
1
1

8
1
1

自宅横
格納庫前

管理

土の運搬作業を行うため、自宅横の格納庫
の前で、トラクターにフロントローダーの
取り付けをしていたところ、フロントロー
ダーの油圧シリンダーが急に伸び、トラク
ターキャビンのフロントガラスに取り付け
部が接触し破損。その際、破損ガラスが長
靴に入り両足に受傷（切り傷）

借りた機械であり、
レバーがローダーが
最も上に上がるよう
にセットされていた

他から借りた機械は、
常にコミニュケｰを

切り傷

－

農機一般・3.ﾄﾗｸﾀｰ3
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年 月 時

53 1
長
野
県

1 69

2
0
1
1

6
1
6

畑 畑作

マメトラで作業中、畑の土が硬かったの
で、バックをするときキックバックを起こ
し転倒し、受傷した。

ロータリの刃が逆回
転する管理機のた
め、キックバックし
た。

耕耘機のバック時の事
故が最も多い。ロータ
リーの回転方向の改善
が必要。

翌日、自分の車で受
診

左足関節打撲

2

54 2
愛
媛
県

1 59

2
0
0
7

9
1
2

畑 畑作

自宅近くの畑で、小型耕耘機で作業中バッ
クに入れて下がったところ、畑の境目（後
は崖で、その下は川）で、ハンドルが持ち
上がり、境界をのり越えて、押されて、4m
下の川へ転落し全身強打。幸い頭は、砂地
に落ち衝撃は少なかった。また、本人が転
落した後に、耕耘機も落下してきたが、わ
ずか60cm離れた場所に落ちた。

耕耘機作業における
バックでのハンドル
の持ち上がりによ
る。また、畝は川の
方向に直角に作られ
ており、バックする
とそのまま、転落す
る可能性があった

耕耘機作業は、バック
注意、事故後畑の畝
は、川と平行に作り替
えた

携帯電話で妻に連
絡。妻が救急車を要
請。レスキュー隊が
来て救出

肩甲骨・腰椎
骨折、右肩腱
板不全断裂、
恥骨りかい

1

55 3
佐
賀
県

1 58

2
0
1
0

11
1
6

田 畑作

歩行型カルチで玉葱苗床の畝作りをしてい
て、方向転換して畑の端で畦を背にして、
機械のギアを後進から前進に切り替えたつ
もりだったが、なぜかバックし、畦と機械
の間に挟み込まれ、ロータリーにズボンと
共に足が巻き込まれた。

ギアが逆に入った 耕耘機は、前進であれ
後進であれ、常に後方
に余裕を

携帯で親類を呼び5
分で駆けつけ、救急
車を呼んでくれて10
分後に到着、20分ほ
ど離れた県立病院に
搬送

下肢（ふくら
はぎ）負傷

1

56 4
新
潟
県

1 62

1
9
9
6

3

1
1
:
3
0

野菜
ハウス

畑作

土壌が硬く、耕耘機の刃が土に入り込まな
かった為、ロータリー部分が跳ね上がり、
ハンドルが浮き上がった。そのため、耕耘
機の刃に左ヒザより下が巻き込まれた。

ロータリーがタイヤ
より手前にあり、巻
き込まれた。

半回転すれば、ロータ
リーが前になる機種で
あった。状況判断で適
切な使用が重要。

近所の人が病院に搬
送してくれた。ロー
タリーの刃を抜いて
病院に行った。付け
たままいけばよかっ
た。

左足裂傷

2

57 5
新
潟
県

1 45

2
0
0
7

4

1
1
:
3
0

畑 畑作

土壌が硬くなっており、耕耘機が土壌を打
てず前にダッシングしてしまった。慌てて
止めようとしたところ足が滑ってロータ
リーに巻き込まれた。

ロータリーがタイヤ
より手前にあり、巻
き込まれた。

ロータリーがタイヤの
前にあるように改善。

父親に刃を抜いても
らい、家族に病院へ
送ってもらった。土
曜日だったが整形外
科医がいた。ロータ
リーの刃を抜いて病
院に行った。「付け
たままくるように」
といわれた。

左足脛骨折

1.2

４．耕耘機
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 医療情報

発生
場所 主要な原因

地
区
名

提案・改善策
農業
種類 事故状況

受傷年月等

機種
NO

農機一般・4.耕耘機1
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年 月 時

４．耕耘機
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 医療情報

発生
場所 主要な原因

地
区
名

提案・改善策
農業
種類 事故状況

受傷年月等

機種
NO

58 6
長
野
県

1 80

2
0
1
1

6
1
0

自宅庭 畑作

畑に持って行こうと軽トラックに簡易の管
理機を手で持ち上げて乗せようとして、腰
を痛めた。

桟橋を使わずに自力
で持ち上げた。

25kg以上の重量物運搬
の注意喚起

3日間自宅休養、そ
の後リハビリ通院、
その後8日間入院

腰椎椎間板ヘ
ルニア

1

59 7
長
野
県

1 84

2
0
1
0

10
1
1

自宅庭 畑作

トラックから耕耘機を降ろす際、機械と一
緒に転落

降ろすときニュート
ラルになっていたの
で、惰性で落下。

基本操作の講習受講が
重要

息子が病院搬送、す
ぐに高次医療機関に
転送

左橈骨遠位端
骨折・顔面挫
滅創 2

60 8
長
野
県

1 83

2
0
1
1

3
1
2

畑 畑作

管理機で畑を耕していて、回転しようとし
たが、ハンドルが高く操作しづらく指を捻
る

機械のハンドルが高
く操作がしづらかっ
た。

機械の操作がしやすい
ようにハンドルの高さ
の調整が簡単にできる
ように設計

自ら運転して整骨院
で電気治療

左手親指捻挫

2

61 9
長
野
県

2 78

2
0
1
1

7
1
0

畑 畑作

自宅前のハウスで管理機で耕耘中、惰性で
動き出した管理機を止めようとして、引き
ずられ管理機の上に倒れた。

惰性で動き出した管
理機を止めようとし
て追いかけた。タイ
ヤ幅が狭く、容易に
転倒した。

管理機のタイヤ回転停
止のレバーの設置

娘に近隣の病院へ搬
送してもらい、紹介
で他の病院でＭＲ
Ｉ．手術せず保存療
法

右脛骨近位端
骨折

1

62 10
兵
庫
県

1 54

1
9
7
7

9
1
6

疎水
休閑地

果樹

ぶとう園隣りの休閑地を耕耘中、雑草の中
に有刺鉄線が隠れており、耕耘機の有刺鉄
線がロータリーに絡まって巻き込み、その
有刺鉄線に乗ったまま、ロータリに巻き込
まれた。

・現場の事前確認を
していなかった

・新しい土地、久しぶ
りに作業する土地で
は、現場確認が必須

一瞬の出来事に気を
失った。近くにグ
ループの人が多くい
て通報。救急車と工
作車がすぐにかけつ
けた。
ロータリーと機械を
溶接機で切り離し、
刃を脚につけたま
ま、搬送、大出血に
至らなかった

右足下肢切断

1

農機一般・4.耕耘機2

- 160 -



年 月 時

63 1
富
山
県

1 61

2
0
1
1

6 9 畦 水稲

動散で、追肥を散布中、畦を踏み外し田へ
横転

畦塗りの後、畦が傾
斜しており、足場が
不安定、また、その
年の初めての動散担
ぎで体力が少し落ち
ていた、ホースが長
年使っていて、固定
できず、柔らかく
なっていて、散布中
常に、集中できな
かった。年齢と共
に、足が少し縮小
し、長靴が緩く、踏
ん張りが十分にきか
なかった

・ホースを新調した
・長靴をサイズが小さ
く、フッイトするもの
に新調した
・畦の上を均して平滑
にする必要がある

数日間、我慢、痛み
が引かないので接骨
院を受診

右足第４，５
趾ﾘｽﾌﾗﾝ関節
捻挫

2

64 2
富
山
県

1 72

2
0
0
6

4 6 畦 水稲

除草剤２袋・約8kgを入れた農業用動散を
かつぎ上げようして、腰がぎくっときた、
圧迫骨折であった

・乳製品はあまり取
らず、骨粗鬆症の可
能性があり、少々の
重量物を持ち上げる
だけで、骨折を引き
起こした
・地面に動散を置い
て、一気に担ぎ上げ
ようとした

・軽トラなどの荷台で
担ぎ上げるなど、腰に
負荷のかからない体制
での作業に

用水沿い、生け垣沿
いを何とか移動し
て、一緒に作業をし
ていた奥さんに病院
に搬送してもらう

第４腰椎圧迫
骨折

1

65 3
富
山
県

1 60

2
0
0
9

5
1
0

畦 水稲

動力散布機をかついで作業中、あぜで転倒 ・畦は、区画整理後
年数が経っており、
傾斜しており、何も
担がず歩いても、歩
行が困難な状態
・本人は、動散担ぎ
が初めてで経験も少
なかった

区画整理後、年数の
経った畦や道路の改修
が必要

相方がいたので、す
ぐに交替、自車にて
受診、Ｘ線撮影、骨
に異常なし

下肢（左）打
撲

2

５．動散・動噴
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 主要な原因 提案・改善策 医療情報

地
区
名

発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等
機種
NO

農機一般・5.動散・動噴1
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年 月 時

５．動散・動噴
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 主要な原因 提案・改善策 医療情報

地
区
名

発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等
機種
NO

66 4
愛
媛
県

1 41

2
0
1
1

5
1
0

施設
周辺

畑作

苺ハウスの周辺を背負い式動力噴霧器を使
用し後ろ向きに除草剤を散布中、作業中に
雨でぬかるんだ土に足を取られて転倒し
た。本人の体重、96kg、薬液は5.6L残って
おり総重量100kgを超えていた。

除草剤を散布してい
た場所は、幅45cmと
狭く、かつバックで
作業、かつぬかるん
でいて足を取られ
た。

地形を事前に確認が必
要

病院に行き手術 左腕骨折

1

67 5
愛
媛
県

1 63

2
0
0
6

8
1
0

樹園地 果樹

柑橘園地を背負い式動力噴霧器を使用し除
草剤散布中、足下の石垣が崩れバランスを
くずして転倒した。

以前に整備された石
垣や構造物が、年月
と共に風化、崩れ易
くなっていた

石垣の専門家による修
復が必要、しかし、現
実には、費用の面か
ら、所有者が素人的に
修復したり、未修復の
箇所が多数あり、行政
等の援助が必要

事故が土曜日だった
ので安静にしてい
た。月曜日に受診、
入院

右足複雑骨折

1

68 6
愛
媛
県

1 81

2
0
1
1

8
1
1

樹園地 果樹

自宅横の柑橘園地において、背負い式動力
噴霧器を使って除草剤の散布作業中、背負
い式動力噴霧器がみかんの枝に引っ掛かり
バランスを崩し、1.8ｍ下の段に落下し
た。

樹の横の道幅がわず
か50cmで、その下が
崖で狭い所での作
業、また背負うと後
に意識が行かず、小
枝に噴霧器が引っか
かった

道幅の確保、背負い式
の農機具の背面と他の
物との距離を知らせる
何らかの工夫ができな
いか

痛みをこらえ、200
ｍ離れた自宅に自力
で戻り、近所の人に
救急車を呼んでも
らった

腎臓を損傷し
摘出。腰骨骨
折

1

農機一般・5.動散・動噴2
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年 月 時

69 1
長
野
県

1 50

2
0
1
1

11
1
1

土手 畑作

畑の土手の木をチェーンソーで切っていた
ら、一気に木が倒れてきて頭に当たり受傷
した。

蔓で絡まっていたた
めに、一気に大量の
木が倒れた。

ヘルメットの着用の義
務化。

近くに居た父親の車
で病院搬送

頭部裂傷

2

70 2
長
野
県

1 72

2
0
1
1

5
1
0

山林 山林

山林の下草刈りと間伐を兼ねて、チェーン
ソーで木を切ろうとして、誤って左膝に刃
が触れ、受傷した。

勢いをつけるために
チェーンソーを空ふ
かしした。足を滑ら
せた。

チェーンソーは木を切
るところで操作開始す
る。

自車で帰宅。自車で
受診。ＧＷでも治
療。

左膝切創

2

71 3
富
山
県

2 72

2
0
1
0

1

1
3
:
3
0

山林 管理

自宅裏山にて崖淵の急傾斜の所の椿の木を
チェーンソーで切っている際に、切った木
が足下にぐらっと転がり、体を崖下に押し
出すように寄りかかってきて、踏ん張り切
れず足を滑らせ8ｍ程下に転落した。落ち
る際に、自ら足を蹴って、飛び降りるよう
な形で落ちたので、頭から落ちなかった。
真下はコンクリートであったが、飛んだた
め、先に落としておいた木の枝や葉の塊の
上に落ち、クッションとなった

昔、チェーンソーを
使った事もあり、危
ないとは思いつつ、
特に対策を取らな
かった。昔は山作業
の時は、いのち綱な
ど安全対策をしてい
たが、林の管理は兼
業であり、プロ的意
識で作業に望んでい
なかった

命綱を着ける 妻が見ていたので、
救急車を呼んでも
らった。医療圏の関
係で最初、圏内の総
合病院へ行ったが、
治療が難しい、との
事で別の圏内の総合
病院に問合せ、忙し
いとの事で、別の医
療圏の総合病院へ。
事故後2時間半後。

左骨盤,左恥
骨,左坐骨,左
腸骨骨折,左
外傷性血胸

1

72 4
滋
賀
県

1 76

2
0
1
0

1
山の
斜面

山林

チェーンソーで急斜面の山林で間伐作業を
していたところ、滑って転倒して２回転し
て尻餅をついたまま40～50m下の谷底に滑
落し、落ちたとき右眼を石にぶつけた。

・転落防止用のロー
プをせず、かつヘル
メットを着用せず、
かつスパイクも短め
であり滑りやすかっ
た

・安全装備の徹底 右眼硝子体損
傷

1

73 5
愛
媛
県

1 32

2
0
1
1

4 9 樹園地 果樹

樹園地において、改植をするためサンフ
ルーツ15年生をチェンソーで伐採していた
際、長さ51cmの小さいチェーンソーだった
ので、片手で持ち、もう片方の手で枝を
持って枝を細かくしていた。スロットルレ
バーから指を離したので、回転が止まって
いると思っていたら、依然として回転して
いて、チェンソーで指を負傷した。

ハンディタイプの
チェーンソーを片手
で持って、さらにス
ロットルを離せば回
転が止まると思いこ
んでいた

チェーンソーは片手で
持たない、基本的使い
方の研修を

事故後、電話で近く
の病院に連絡したら
チェーンソーの怪我
は対応困難といわ
れ、同僚に60分かか
る遠くの病院に連れ
て行ってもらった

右手切創（小
指）12針縫う

2

 ６．チェーンソー
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 主要な原因 提案・改善策 医療情報

地
区
名

発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等
機種
NO

農機一般・6.ﾁｪｰﾝｿｰ
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年 月 時

74 1
新
潟
県

1 50

2
0
0
9

5

1
0
:
0
0

農道 水稲

田植機に給油作業を行おうとしたが、田植
機の足場から足を踏み外し、田植機の下に
お尻から落下し、腿の上に満タンの給油タ
ンクが落ち負傷した。

給油しようとして田
植機から落下。

田植機には給油するタ
ンクの置き場がない。
小分けなどの給油方法
の検討が必要。

内出血が酷かったが
病院には行かなかっ
た。治療すべきだっ
たと反省

右足太もも打
撲（医者に行
かなかった) 4

75 2
富
山
県

1 22

2
0
0
8

5

2
0
:
3
0

修理
工場

水稲

田植機の修理作業中カバーを取り付けよう
とした時、機械とカバーの間に指を挟む

２人作業で行ってお
り、相方が、こちら
の作業状況を確認せ
ずにカバーかけた

２人作業の場合、常に
声かけ等、コミニュ
ケーションを取る

自車にて受診 手指はさまり

2

76 3
滋
賀
県

1 76

2
0
0
4

5
1
1

農道 管理

急で道幅1.4mと狭く、斜度18度の農道を田
植機で上り、たまたま、道路の崖側を補強
のため敷いていた木の板（降雨で濡れてい
た）に乗り上げ、前輪が横すべりして脱輪
し、田植え機ごと1mくらい転落、本人は小
川に転落、田植機が上から降ってきたが、
小川に橋渡しになるように止まったため、
重大な傷害を受けず。妻は前輪が浮き上が
らないように、田植機全部に重し代わりに
乗っていたが、転落直前に空き地に飛び降
り、ケガせず。

・棚田地帯の狭隘な
道路、きつい斜度
・しっかりした構造
物ではない板で、道
路を補強したつもり
であった

・事故後、法面を少し
削って道幅を広げた

軽度の打撲、
医療機関に行
かず

4

77 4
滋
賀
県

1 76

2
0
1
0

5 道路 水稲

自宅の車庫前の斜度16度の下り坂を走行
中、田植え機のギアが突然抜けニュートラ
ル状態となり、惰性で走り、ブレーキを掛
けたが効かず、さらに10度の下り坂を下
り、道路脇の空きスペースにとにかく突っ
込んで停車した。途中、横脇からトラック
が出てきたが、異変に気づき、バックして
くれて、衝突を免れた。

・田植機のギアが抜
けた

・田植機のタイヤは、
鉄車輪に護謨をはった
程度であり、道路の形
状によっては、振動を
伝えやすく、ギアなど
に振動が伝わり、ギア
が抜ける事がある。ギ
アの構造について改良
も検討する必要があ
る。

なし

-

78 5
滋
賀
県

1 61

2
0
1
0

5
1
2

道路 水稲

軽トラックから乗用型の４条の田植え機を
降ろしているときに、歩み板から前輪が脱
輪して落ちかけた。周囲にいた人が前輪が
外れそうになるのをたまたま気がついてく
れ、大声で「落ちるぞ」と叫んでくれたの
で、ハンドルを修正して降りたので、大事
には至らなかった

一人でトラックに農
業機械を積み降ろし
作業をしており、車
幅と歩み板の設置の
適正な位置を十分確
認せずに、田植機を
降ろそうとした

・農業機械の積み降ろ
しは、小型・大型問わ
ず、確認作業が必要
・スケールを手元に
もっていて、歩み板
が、車輪のセンターに
きているかの確認をす
る

なし

-

７．田植機
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 主要な原因 提案・改善策 医療情報

地
区
名

発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等
機種
NO

農機一般・7.田植機

- 164 -



年 月 時

79 1
滋
賀
県

1 76

2
0
1
1

5 農道 畑作

傾斜18度の場所で軽トラックを下り坂の方
向に、ギアをニュートラルに入れたまま、
サイドレーキのみで駐車。駐車後、軽トラ
の後の獣害防止のゲートを閉めていたら、
強い風が吹いてきて、かつ砂利道の路面も
雨で濡れていたためか、軽トラが無人のま
ま、下りだし、滑落

・ギアをバックに入
れておらずニュート
ラルで坂道駐車をし
ていた、車止めをし
ていなかった。

坂道駐車の基本を守
る、急坂では、坂に対
して直角駐車、または
車止めを使う

なし

4

80 2
滋
賀
県

1
60
代

2
0
0
9

9 農道 水稲

傾斜12°の強い未舗装の農道を軽トラック
でバックで下りてきて、カーブのところで
スリップして小川（1～2m下）に転落しか
けた。

安全確認を十分せず
に一気にバックで迂
ろうとした

・狭隘な道でのバック
は小刻み、または、降
りての安全確認、
・道はその後拡幅され
た

なし

-

81 3
佐
賀
県

1 69

2
0
0
9

6
1
2

ｶﾝﾄﾘｰ 水稲

ｶﾝﾄﾘｰでのフレコンをコンテナに移す作業
で、軽トラの上で、フォークリフトの爪に
フレコンのヒモをかけていた。作業が終わ
り、降りようとした時、相方が軽トラを発
進させ、後頭部からアスファルトの地面に
転倒。

相方が、まだ作業者
が乗っているとは思
わなかった

コミニュケーションの
徹底
以後、作業手順マニュ
アルを改変

後頭部打撲

1

82 4
佐
賀
県

1 64

2
0
1
1

9
1
5

市道 管理

畑の草刈をするため、三叉路で知人がいる
のに気がつき、意識がそちらに行き、道幅
13.8mの路肩に軽トラックを駐車しようと
しハンドルを左に切り、直後に1.5m下のは
たけに転落

余裕がある道であっ
たが、知人に気が取
られ、ハンドル操作
を間違えた

運転中は、運転に集中 事故数日後、指の痛
みが酷くなり自車で
病院受診

右手中指挫傷

2

８．軽トラック
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 主要な原因 提案・改善策 医療情報

地
区
名

発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等
機種
NO

農機一般・8.軽トラック
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年 月 時

83 1
長
野
県

1 48

2
0
1
0

2
1
4

精米所前 水稲

トラックの荷台にコンパネを立て、もみ殻
を積み込み覆いをしようとして190ｃｍ上
から落ちた。

足場の悪い危険な位
置から落下

１ｍ以上の作業にはヘ
ルメットの着用が必須
条件

事故２日後、自車で
受診

左橈骨骨折

2

84 2
新
潟
県

1 69

2
0
1
1

4

1
1
:
0
0

作業所前 畑作

2ｔダンプに堆肥運搬の搭載ダンプベッセ
ルを乗せる為、ダンプのアオリを外そうと
したが、フックが硬くアオリが開かず、
バールを使ってフックを外そうとした時、
バールを支えていた「テコの木」が外れ
て、その反動でバールが右肩を強打した。

ダンプのフックが硬
く、バールを用いて
外そうとして負傷

ダンプのアオリフック
の点検が必要

自宅で湿布の応急処
置、翌日受診、4回
通院するも回復せ
ず、他県の病院に入
院

右肩腱板損傷

1.2

85 3
新
潟
県

1 58

2
0
1
1

9

9
:
1
5

倉庫 水稲

ダンプのアオリを下げようとした時、アオ
リがダンプの荷台より外れて、左足に落下
した。

ダンプのアオリが外
れた

借用のダンプの時は十
分な点検が必要

事故翌日に受診。骨
折のため他の病院に
転送

左足小指骨折

2

年 月 時

87 1
新
潟
県

1 57

2
0
1
1

8

1
2
:
0
0

格納庫 水稲

フォークリフトを上げた時、右手に掴まっ
ていたバックレストが上がり、固定されて
いるマストとの間に薬指を挟まれた。

乗って作業してはい
けないフォークリフ
ト上での挟まれ事故

安定性からすると、は
しごより使いやすい。
安全に考慮して人間が
乗れる工夫は出来ない
か。

奥さんが病院に電
話。息子が車で搬
送。その後経過悪く
化膿

右手薬指先骨
折、切創

2

88 2
新
潟
県

1 64

2
0
1
1

8

1
4
:
5
0

ライス
ｾﾝﾀｰ

水稲

フォークリフトを使用し、籾殻パイプを収
納する作業を行おうとしていた。収納しよ
うとした時、バランスを崩し、コンクリー
トの地面へ落下。

フォークリフト上か
ら落下

安定性からすると、は
しごより使いやすい。
安全に考慮して人間が
乗れる工夫は出来ない
か。

周囲に作業していた
人が救急車を呼んで
くれた

手首複雑骨
折・右股関節
打撲

1.2

86 3
福
島
県

1 51

2
0
1
0

10

1
7
:
0
5

ライス
ｾﾝﾀｰ内

水稲

ライスセンター内で、フォークリフト車で
籾の移動を行っていた者が、ライスセン
ターに入る際、受傷者の足を後部タイヤで
轢く

フォークリフト車が
狭い場所で作業して
いた。

周りに人がいないか、
注意確認喚起。

共同作業で、周りに
人がおり救急車要
請、20分後到着

左足部、打撲

2

年
齢 主要な原因 提案・改善策 医療情報

発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等
機種
NO

９．トラック・ダンプ
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

地
区
名

１０．フォークリフト

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

年
齢

受傷年月等
発生
場所

農業
種類 傷病名

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

事故状況 主要な原因 提案・改善策 医療情報

農機一般・9.ﾄﾗｯｸ、10.ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ
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年 月 時

89 1
岩
手
県

1 51

2
0
1
1

9

1
0
:
0
0

籾乾燥
調整
施設

水稲

乾燥機に後付けした垂直オーガの籾を掃除
しようとした時，誤って起動スイッチに触
れてしまい右手指がオーガに巻き込まれ
た。

垂直立ち上がりの
オーガーを掃除中、
起動スイッチを押し
てしまい、巻き込ま
れた。

オーガの籾がきれいに
排出できる設計。ス
イッチの位置、コード
の配線など整理が必
要。

仲間が救急車を呼ん
でくれ応急処置、他
の高次医療機関に転
送

右手第Ⅰ，Ⅱ
指　挫創

1,2

90 2
兵
庫
県

1 57

2
0
0
9

9
1
6

格納庫 水稲

新しい乾燥機を入れるため、二人で古い乾
燥機を解体中、梯子が傾き、２ｍ転落

狭い納屋の中での作
業で、十分余裕を
持ったはしごかけ
や、相方にはしごを
支えてもらわず作業
をしていた

・狭い納屋だからこ
そ、十分な安全確保を

自車で病院受診 右足踵骨骨折

1

91 3
愛
媛
県

1 62

2
0
1
1

6 9 倉庫 水稲

法人倉庫にて、所有している米の乾燥機の
点検が終わりハシゴで降りようとした際、
誤って3.3ｍ下のコンクリートの地面に転
落した。

本来、乾燥機にかけ
てあるはしごの位置
ではないところには
しごをかけてあり、
上部にフックがあ
り、本来フックのか
かる場所でないた
め、横滑りしやすい
状態で使用してお
り、また降りるスタ
イルも、後ろ向きで
はなく、前向きに降
りようとしていた

乾燥機のはしごからの
転落事故が多数発生し
ており、さらに事例を
集めて、その共通する
原因の検討が必要

近くで作業していた
人が救急車を呼び病
院搬送

鎖骨骨折

1

１１．乾燥機
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 主要な原因 提案・改善策 医療情報

地
区
名

発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等
機種
NO

農機一般・11.乾燥機
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年 月 時

92 1
愛
媛
県

1 68

2
0
1
1

11
1
3

水田 畑作

小麦の生産組合で管理している圃場で、乗
用の防除機を使用し除草剤を散布するため
圃場に入ろうとした際、通常は1速のとこ
ろ２速で侵入し、平坦地から斜面に入る時
に右にハンドルを切ったとき、ハンドルが
とられて防除機が横転し下敷きになった。
400Lのタンクにほぼ満杯の350Lが入ってお
り、重量が重く、かつ進入路も通常は、生
産組合で管理する隣の畑から、畦越えした
方が安定であったが、天気予報が降雨がく
ると予想していたので慌てていた。

管理機は、田植機と
同様、前輪と後輪の
距離が短く、安定性
が悪く、スピードを
だしたまま、急ハン
ドルをきった、また
降雨予報で焦ってい
た

急ぐ時ほど、忠実に安
全策を、急がば回れ

一緒に作業をしてい
た生産組合の人が救
急車を呼び病院へ搬
送

左足骨折

2

93 2
佐
賀
県

1
50
代

2
0
1
1

8
1
6

田
農道

水稲

乗用管理機で殺虫剤を散布中、散布アーム
を路肩の草にまで薬液がかかるようにと路
肩まで延ばしていて、道路を走ってきた乗
用車に接触し、アーム部分を損傷。道路幅
は3.5mと狭く、路肩の草丈も30cm程度あ
り、

道路まで、管理機の
アームを伸ばしてい
た

アームを道路まで伸ば
す際は、工事用の三角
柱・コーンなどを設置

人の怪我はなし なし

4

年 月 時

94 1
富
山
県

1 30

1
9
8
5

4
1
6

畑 畑作

コンバインを改造した運搬車で堆肥を散布
終了後、畑の畝を移動中、波乗りの様にな
り、運搬車から１mぐらい飛び上がり、レ
バーに突き刺さるように落下

運搬車が空になり、
仕事終了の安堵感か
ら、畝越えを楽しん
でいた。

運搬車は、荷重がか
かっている場合、空に
なった場合、特に重心
の位置がかわり、とり
わけ、畝越えには、直
角に入る等、安全の基
本的操作の遵守

痛みを堪えて、家に
たどり着き、妻が搬
送

肋骨骨折

1

95 2
兵
庫
県

1 78

2
0
1
1

7
1
8

田
進入路

水稲

運搬車で肥料を30aの田んぼに追肥をした
帰り、側溝に転落し、意識不明

・本人死亡のため、
十分分からないが、
側溝と道路幅が接
近、狭隘

・道路改修 通りがかりの人が見
つけ、消防に連絡、
そのときは意識が
あった。

脳梗塞にて、
60日後死亡

3

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

農業
種類 事故状況 主要な原因 提案・改善策

１３．運搬車

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

年
齢

受傷年月等
発生
場所 医療情報 傷病名

１２．管理機
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 主要な原因 提案・改善策

受傷年月等
地
区
名

医療情報
発生
場所

農業
種類 事故状況

機種
NO

農機一般・12.管理機、13.運搬車
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年 月 時

96

藁
ｶ
ｯ
ﾀ

ｰ

１

長
野
県

1 55

2
0
1
0

11 8 田 水稲

固定式のワラカッターが詰まったので、エ
ンジンを止めベルトを手で回したら、その
反動で指がベルトに挟まって負傷

藁カッターのベルト
にカバーがなく指を
挟んだ。

機械の危険な箇所には
カバーが必要

携帯電話で奥さんを
呼び、病院搬送

左手小指裂傷

2

97

藁
ｶ
ｯ
ﾀ

ｰ

２

長
野
県

1 59

2
0
0
9

12

1
4
:
0
0

ﾌﾟﾙｰﾝ畑 水稲

自走式ワラカッターで、藁を裁断していた
際、カッターに藁が詰まったので、エンジ
ンを止めずにカバーを外そうとしたら、カ
バーが10mぐらい空中に吹っ飛び、落ちて
きたカバーが頭に当たった。

藁カッターの振動で
ボルトが緩んだ。カ
バーが一気に外れ、
飛んだ。

カバーなどの固定は、
バネなどを工夫し、少
しの振動では外れない
工夫が必要

30分失神。意識回復
後、自宅で休養、病
院受診せず

頭部裂傷、打
撲

2

98

電
動
ﾉ
ｺ

長
野
県

1 74

2
0
1
1

2 1
4 小屋 畑作

朝鮮人参の日よけ用の杭をつくるため、製
材中に木片が飛んできて額に当たって受
傷。17針縫った。

資材を購入しては採
算が合わないため、
自作の杭をつくるが
回転ノコギリによる
怪我が絶えない。

防護用ヘルメット、
ゴーグルなどの着用義
務化

家人が救急車を呼
び、病院へ急行。整
形外科医待機、緊急
手術

前頭部挫創・
外傷性健忘

1

99

電
動
ｶ
ﾝ
ﾅ

長
野
県

1 70

2
0
1
1

2 1
1 畑 水稲

はぜかけ棒を電動カンナで削っていて、負
傷

電動カンナの威力を
甘く見ていた。

ヘルメット、皮手袋な
どの防護策が必要

奥さんの車で病院搬
送。Ｘ線

左手薬指切創

2

100

米
選
別
機

新
潟
県

1 56

2
0
1
0

8

1
1
:
0
0

作業所 水稲

縦型米選機を掃除・点検していた。米を選
別するハイホンを取り出したところ、ハイ
ホンの一番下の部分が左足に接触し負傷し
た。

ハイホンを取り出し
た。

掃除・点検が容易に出
来る工夫。

出血が酷かったの
で、親戚に電話し病
院へ搬送してもらっ
た。

左膝裂傷・左
膝蓋骨剥離骨
折 2

101

ﾗ
ｲ
ﾑ
ｿ
ﾜ

ｰ

愛
媛
県

1 60

2
0
1
0

6 1
4 畑 畑作

大豆畑において、肥料をまく機械（ライム
ソワー）で苦土石灰を散布中、トラクター
のエンジンはかけたまま、PTOは切って、
排出口のゴミをプライヤーで取り除こうと
した際、取り除いた瞬間開閉口が閉まり指
が切断された。

ゴミを取り除くと、
開閉口が閉まること
を知らなかった

ライムソワーのゴミつ
まりに対する対処方法
のマニュアル化、また
もっと詰まらないもの
が開発できないか

近くにいる娘さんに
連絡し、病院に連れ
て行ってもらった

人差し指尖部
損傷

2

102
除
雪
機

新
潟
県

1 61

2
0
1
2

1

6
:
3
0

家の前の
県道

除雪

除雪機が側溝に落ちそうになったので、除
雪機を止めようとしたら足が滑って、安全
装置に左足膝下をぶつけ負傷した。

除雪機が側溝に落ち
そうになった。足が
滑った。

道路環境整備。スパイ
ク付きの靴着用。

事故６日後に青あざ
が酷く心配になり自
車で受診

左足打撲

2

14．藁ｶｯﾀｰ、15.電動ﾉｺ・ｶﾝﾅ、16.米選別機、17.ライムソワｰ、18.除雪機
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢 主要な原因 提案・改善策 医療情報

地
区
名

発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等

機
種
N
O

農機一般・14～18.藁ｶｯﾀｰ他
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年 月 時

103

モ

ノ

レ
ー
ル

1

愛

媛

県
1 43

2
0
1
1

5 9 樹園地 果樹

剪定枝を片付けるためモノレールに乗車し
ていた時に、レールと車輪に枝が挟まり取
り除いた瞬間、動力機が動き出し、急降下
し20ｍ降下時点で乗車したモノレールから
投げ出された。モノレールはそのまま、
30m下まで降下した。
葉っぱや草が挟まった時は、今までもモノ
レールが滑り落ちるのを知っていたのだ
が、今回は枝であり、何気なく枝を取り除
いた途端、滑って急降下した。

人が乗車できるタイ
プではないモノレー
ルに乗っていた、枝
がレールとモノレー
ルに挟まった時、除
くと滑るとの認識は
なかった

・乗車タイプに入れ替
えるには、多大な投資
が必要であり、何らか
の支援が必要、実際の
現場は、モノレールに
乗らないと作業ができ
ないような急斜面であ
り、軽トラが入るよう
な道の整備など、支援
が必要

5分ほど倒れ込ん
だ。携帯電話で妻に
連絡。自力で道路ま
で下り、妻の車で病
院搬送。

腰椎圧迫骨折
（６番目）

1

104

モ

ノ

レ
ー
ル

2

愛

媛

県

1 54

2
0
1
1

10 1
6 樹園地 果樹

防風垣の整備整備に使用したはしごと刈り
払い機を車まで運ぶためモノレールに乗車
中、はしごが防風垣に当たり、はしごとモ
ノレールの台車の枠の間に足が挟まれ負傷
した。

はしご、草刈機(3m)
を一緒に抱えてモノ
レールに乗ったた
め、かなり不自然な
姿勢で、防風垣を避
けきれなかった

・乗車タイプのモノ
レールに替える（ただ
し、先のモノレールと
同様、支援が必要）、
障害物がある場所で
は、降車、あるいは減
速する

事故翌日、痛みが引
けないために職場の
同僚の車で病院へ連
れて行ってもらっ
た。

右足（すね）
の打撲

1

105 Ｓ

Ｓ

富

山

県

1 62

2
0
1
0

6 5 樹園地 果樹

樹園地（柿）で自走式噴霧機（スピードス
プレーカー25年前）で農薬散布中、薬剤の
吐出少なくＶベルトが緩んでいると思い、
Ｖベルトをエンジンをかけたまま、指で持
ち上げた時、テンションがかかった状態に
なりベルトが回転しVベルトとプーリーの
間に指を挟まれ負傷。挟まった左手を助け
ようと、右手でさらにベルトをもっちあげ
てらさらに右手も巻き込まれた。転作の会
議が8時からあり、早く終わらせたいと、
焦りもあった。
結局、テンションが緩かったのではなく、
給水管側に小さい穴が空いていて、空気が
もれていた。

エンジンを止めずに
ベルトのテンション
の緩みを確認してい
た

回転部の点検時はエン
ジンを止める
事前のメンテナンス

家から3kmあり、直
接、4km先の消防署
へ15分で行き救急車
を出してくれとお願
いして出してもらっ
た。携帯はもってい
なかった。近くの総
合病院へ相談した
が、対応できないと
の事で、厚生連・形
成外科のある所へ、
搬送された。指の外
科、形成外科のある
所への搬送が決まる
まで時間がかかって
いる

左小指DIP関
節開放性脱臼
骨折,右中指
切断
右環・小指不
全切断

2

主要な原因 提案・改善策 医療情報
発生
場所

農業
種類 事故状況

受傷年月等
地
区
名

＜農機事例＞　Ⅱ．果樹関係

１．モノレール、２．ＳＳ
入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

連続
NO 傷病名

性
別

年
齢

機種
NO

農機果樹・1.ﾓﾉﾚｰﾙ、2.ＳＳ
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年 月 時

106

柿

へ

た

取

り

機

富

山

県

2 51

2
0
0
9

11 1
0 作業場 果樹

へた取り機使用中、カッターの向こうにあ
るゴミを除こうとして、手前のへた取り
カッターで右手を負傷

機械には、カッター
注意と書いてある
が、思わず、ゴミの
みに注意が集中して
手が出た

カッターとバックの背
景の機械本体の色の配
色が悪く、カッターの
存在が見にくく、カッ
ターや本体の配色の工
夫が必要、

家人に知られたくな
く、何気ない様子で
抜け出して受診

右手切創

2

107
リ

フ

ト

長

野

県

2 68

1
9
9
2

5 1
1 りんご畑 果樹

フルーツワーカーの支え金属が壊れ、230
ｃｍ上から､乗ったまま下に落ち、1回バウ
ンドした。その反動で受傷した。

想定外の突然の落下 最も重要な金属の支え
部分が一枚の鉄板では
なく、溶接で繋がれて
いた。重量のかかる部
分への設計指導が必要

仲間の車で病院受
診。知識不足で共済
保険活用せず。

左足筋断裂

2

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類 事故状況

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

主要な原因 提案・改善策 医療情報 傷病名

３．柿ヘタ取り機、４．リフト

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

農機果樹・3.柿ヘタ取り機、4.リフト
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年 月 時

108
ﾏﾆｭｱｽ
ﾌﾟﾚｯ
ﾀﾞｰ１

栃
木
県

1 54

2
0
1
1

12

1
4
:
0
0

県道と
町道の
境

酪農・牧
畜

マニュアスプレッダーを牽引し、堆肥散布
のため道路走行中、右折時に後ろから追い
越してきた乗用車にトラクター右側方後ろ
より追突され、相手の車とトラクターと共
に大破。

公道を走っているマ
ニュアスプレッダー
などの低速車を、後
方から来る普通乗用
車などが確認できな
い。右折の後方確認
不足。

道路交通法との関連
で、マニュアスプレッ
ダーを牽引してもいい
ような改正が必要。同
時に回転灯、尾灯の整
備義務などの検討。

10日経った後に受診 右肩打撲

2

109
ﾏﾆｭｱｽ
ﾌﾟﾚｯ
ﾀﾞｰ２

福
岡
県

1 56 1
1 9 2

0

自宅か
ら約１
ｋｍの
公道

酪農・牧
畜

マニュアスプレッダーに堆肥を乗せて、公
道を走行中、緩い下り坂の所で、後ろから
来た、ビッツに追突され、マニュアスプ
レッダーは、左ガードレール側に横転、牽
引していたトラクターは右に横転、本人
は、左ガードレールを越えてはじき飛ばさ
れる

マニュアスプレッ
ダーの後部の反射板
は、糞で汚れていて
見えにくく、また緩
い下り坂で、トラク
ターのライトも下向
きで後方からは、見
えにくい状態であっ
た

ケン引き車両の尾灯の
設置など、法的に処置
も、また、工事用の三
角柱などで、「現在、
ケン引き車走行中」の
表示、あるいは、誘導
車をつけるなどの工夫

しばらく気を失っ
た。事故の相手方・
乗用車の運転手が救
急車を呼んで病院搬
送

全身打撲、肋
骨骨折、骨盤
骨折

1

110
ワンマ

ンハー

ベス

ター

北
海
道

1 20

2
0
0
5

10

1
4
:
1
0

作業所
前の道

酪農・牧
畜

ワンマンハーベスターに残った残草を掃除
するため、ゆっくりと搬送チェーンを回し
ながら掃除をしていて、角のゴム板のとこ
ろが、穴抜けになっているのが分からず右
足を踏み入れ、下のチェーンと上の逆向き
に動くチェーンに羽交い締めとなり、膝か
ら下を引きちぎられた

ワンマンハーベスタ
の設計ミスによる草
の詰まり

機械の改良時には過去
の事故事例に学んだこ
とを公表する必要があ
る。製造者責任。

家族が近隣の病院へ
自家用車で搬送、そ
の後救急病院に転送

右下腿、断裂

1

111
スキッ

ドロー

ダー

北
海
道

1 43

2
0
1
1

7

1
4
:
0
0

敷地内
酪農

酪農・牧
畜

スキッドローダーでトウモロコシのラップ
サイロを突き刺し、持ち上げ、降りてカッ
ターナイフで下面を切り裂いたところ、泥
の混入が認められ、慌ててスキッドロー
ダーに乗り込もうとして、アームのアタッ
チメント基部に頭部を打ち付けた

スキットローダーの
アームの基部が死角
になっていた。

不良品に対するいらだ
ち。一人作業での忙し
さ。ヘルメットの着
用。

30分失神。意識回復
後、従業員が病院搬
送。43針縫ったが、
入院せず。

頭部裂傷

2

112
タイヤ

ショベ

ル

北
海
道

1 60

2
0
1
0

6

1
8
:
4
5

畜舎と
牧草地
の間

酪農・牧
畜

牧草地と畜舎の間の斜面を、タイヤショベ
ルで除草目的でならしていて、バケットを
上げて、バックで走行中、斜度がきついと
ころで、左に横転、体をかばった際に、回
転のハンドルのハンドルに手をひっかけて
切る

斜度のきついところ
をタイヤショベルで
バック走行

農機の重心の高さによ
る不安定性を確認する
講習会

事故後30分、作業を
させてから奥さんに
病院へ送ってもら
う。破傷風の危険あ
り、注射

左手、親指手
掌部裂傷

2

113 トレー

ラー

岩
手
県

2 63

2
0
1
1

6

1
6
:
0
0

自宅内
のﾊｳｽ前

酪農・牧
畜

トレーラに積載していた牧草のベールを降
ろそうとして，誤って落下，トレーラの後
ろの角に背中を打ちつける。

いつもと違うトレー
ラの使用。夫婦の役
割が逆。手順の違
い。雨模様による心
の焦り。

シートを被せて様子を
見る心の余裕。

5分ぐらい動けな
かった。翌日夫の車
で病院受診

肋骨打撲

1

傷病名

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

事故状況 主要な原因 提案・改善策 医療情報

＜農機事例＞　Ⅲ．酪農・畜産関係

1.ﾏﾆｭｱｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰ、2.ﾜﾝﾏﾝﾊｰﾍﾞｽﾀｰ、3.ｽｷｬｯﾄﾞﾛｰﾀﾞｰ、4.ﾀｲﾔｼｮﾍﾞﾙ、5.ﾄﾚｰﾗｰ

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類

農機・畜産酪農、ﾏﾆｭｱｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰ他
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年 月 時

114

タマ
ネギ
ハー
ベス
ター

北
海
道

1 45

2
0
0
9

8

1
7
:
0
0

タマネ
ギ畑

畑作

タマネギハーベスターの運転席に乗り、タ
マネギ拾い上げ作業を行っているとき、
タッピングローラーに雑草がつまり、タマ
ネギ搬送の邪魔になるので、右手で取ろう
として右手第４指が巻き込まれた

タッピングローラー
にカバーがされてい
なかった。

簡単にカバーが外せる
機械的改善。詰まりを
減少する機械的工夫。
エンジンを止める。

家族が通報。救急車
で搬送

右手第４指切
損

2

115

タマ
ネギ
ハー
ベス
ター

北
海
道

1 53

2
0
1
1

9

1
4
:
3
0

タマネ
ギ畑

畑作

タマネギハーベスターでの堀取り作業を終
え、ピッカに乗り換えようと運転席から前
を向いて降りる際、右かかとがクラッチペ
ダルの下端に引っかかり、右かかと負傷

運転席が狭く、降り
るとき足が引っか
かった。

クラッチペダルにゴム
の被服が必要。後ろ向
きに降りることの徹
底。

家族の車ですぐに受
診。「安静に」と指
示があったが作業を
続けたため、治癒ま
で１か月と長引い
た。

右足かかと裂
傷

2

116

ポテ
トプ
ラン
ター

北
海
道

2 49

2
0
1
1

5

8
:
3
0

ジャガ
イモ畑

畑作

傾斜した圃場でジャガイモの種芋をポテト
プランタで植え付け作業中、フィーダー
ボックスから種芋が続け様に出て来て、そ
のうちの一つが、進行方向左に転がったた
め、被害者がそれを取ろうとして、左手を
伸ばした時、搬送コンベアの左折り返し点
でカバーとの隙間に小指先を挟んだ

フィーダーボックス
に種芋が続けざまに
出てきて、転がっ
た。それを拾おうと
して、挟んだ。

コンベアのヒレが鉄板
で物が逃げにくい。直
装式作業機に作業者が
乗ることが不適切。

すぐに家族が病院へ
搬送受診。欠損部分
にものが触れると今
でも痛い

左手第５指先
端欠損

2

傷病名

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

事故状況 主要な原因 提案・改善策 医療情報

＜農機事例＞　４．大規模畑作関係

１．玉ネギﾊｰﾍﾞｽﾀｰ、２．ﾎﾞﾃﾄﾌﾟﾗﾝﾀｰ

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類

農機・大規模畑作、.玉ﾈｷﾞﾊｰﾍﾞｽﾀｰ他
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年 月 時

120
三脚
・
脚立1

栃
木
県

1 59

2
0
1
1

12

1
1
:
0
0

納屋 水稲

納屋の中に間仕切りをするために、ラブ
シートを天井の直管パイプからパッカーを
使用して床まで下げる作業をしていた。３
枚目を下げる作業時に脚立の足が滑って開
き、1.2m落下してコンクリート床に左肩を
強打。

脚立のくさりを填め
ていなかった。

脚立の開きによる事故
は多い。くさりやヒモ
を掛けることの徹底。

１週間ほど様子を見
て、痛み取れず整形
外科受診

左肩打撲

2

121

三脚
・
脚立
2

長
野
県

1 70

2
0
1
1

8 畑 果樹

もも畑で収穫作業中、脚立からバランスを
崩して転落。脚立の1段目、2段目のフレー
ムがゆがんだ。

脚立のくさりを填め
ていなかった。

脚立の開きによる事故
は多い。くさりやヒモ
を掛けることの徹底。

奥さんの車で病院搬
送。ＭＲＩ，ＣＴ

胸椎圧迫骨
折・腰椎横突
起骨折 1

128

三脚
・
脚立
3

富
山
県

1 71

2
0
0
6

11 1
6 果樹園 果樹

柿収穫中、約3mの３本足の三脚がつぶれ、
転落

三脚の足と足の間が
広く広げたため、間
にかける鎖が届か
ず、かけていなかっ
た

実際の現場では、三脚
の足の間の鎖以上の距
離で足を伸ばして使う
ことが多く、別にヒモ
などをもっていて、鎖
の代わりにヒモで固定
する等の工夫が必要

しばらく休んで、さ
らに残りの作業をし
て、軽トラで帰宅、
息子に運転しても
らって受診

第２腰椎圧迫
骨折

1

129

三脚
・
脚立
4

愛
媛
県

1 65

2
0
1
1

8 8 樹園地 果樹

緩やかな傾斜の果樹園で、果実袋の被覆作
業中、1m程度の高さの３本足の脚立の一番
上に乗って作業中、突然、脚立がつぶれ、
転落、斜度20°のところ３m転落、さらに
斜度31°の斜面を1m転落、肩を強打

３本足の脚立の足を
大きく開いて作業を
していたため、中心
の固定用の鎖が短く
てかからなかったた
め、鎖をかけずに天
板に乗って作業をし
ていた

鎖が短い場合、ヒモな
どで補助的に延長し
て、開脚部の固定を図
る

しばらく我慢して作
業続行。痛みが引け
ないので自車で病院
受診

左肩の打撲

2

123

三脚
・
脚立
5

長
野
県

2 73

2
0
1
1

6 1
7 畑 果樹

プルーン摘果中、脚立がぐらついて転落 足場の不安定な場所
での脚立の使用

脚立の転倒防止策の科
学が必要

翌日病院受診。ベル
ト固定。その後入院

第1腰椎圧迫
骨折 1

122

三脚
・
脚立
6

長
野
県

1 75

2
0
1
0

6 1
5 畑 果樹

プルーンの枝を調整中、固定してあった
マーカー線がハクビシンによって切られて
おり、その反動で脚立から落下

プルーン枝の調整で
脚立から落ちた。

脚立の転倒防止策の科
学が必要

奥さんの車で病院搬
送。Ｘ線

右アキレス腱
断裂

1

傷病名

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

事故状況 主要な原因 提案・改善策 医療情報

＜農機外事例＞　Ⅰ．用具・手具関係

１．三脚・脚立

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類

農機外・用手具、1.三脚・脚立1
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年 月 時

傷病名

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

事故状況 主要な原因 提案・改善策 医療情報

１．三脚・脚立

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類

124

三脚
・
脚立
7

長
野
県

1 61

2
0
1
2

2

1
3
:
3
0

ﾌﾟﾙｰﾝ畑 果樹

脚立に上って35年もののプルーンの枝きり
を、高枝切機で作業中、切った枝が落ちて
くるのを防ごうと首を前に倒して、むち打
ち症になった。

高枝ハサミで枝を切
ると、鋭角な切り口
が自分に向かって落
ちてくる。

防護用ヘルメットの着
用義務化

脚立から自力で降
り、しばらく休んだ
が、吐き気止まら
ず、2日後受診

首むち打ち症

2

125

三脚
・
脚立
8

富
山
県

1 74

2
0
0
9

10 1
8 納屋 水稲

納屋に籾摺り機を設置、もみ誘導樋を２～
３ｍの高さに取り付けようとして、脚立に
のって作業中、バランスをくずし、コンク
リート床に落ちる

誘導の樋は、長く、
脚立を上る時もバラ
ンスが崩れ易い。脚
立での重量物の上げ
下げは、バランスを
崩しやすい

重量物を脚立などで上
げ下げする場合、介助
者をつける、あるい
は、別の方法で重量物
を上げ下げする機械、
用具の開発を

接骨院を自分で受
診、翌日総合病院受
診、骨折判明

右足関節内果
骨折

2

127

三脚
・
脚立
9

富
山
県

1 71

2
0
1
0

11 8 畑 果樹

渋柿の収穫中、柿を入れたかごをもったま
ま三脚と共に倒れ受傷

三脚不安定、柿を収
穫していると次第に
かごがが重量が増し
て、さらに不安定、
かつ仰向き作業

脚立の改善、脚立など
での重量物の運搬等を
軽減する工夫

一緒にいた人が携帯
ですぐに連絡、救急
車畑まで来る

左脛骨外顆骨
折

1

126

三脚
・
脚立
10

富
山
県

1 67

2
0
1
0

5 1
0 作業場 水稲

営農組合の田植作業のハウスのビニールを
片付け中に、ハシゴが突然つぶれて落下、
かかとを骨折した。２ｍ転落

脚立を伸ばしてはし
ごとして使っていた
が、伸ばしてかけ方
が裏表反対であっ
た。

脚立を伸ばしで使うハ
シゴをもし逆に立てか
けたとき、逆側には、
赤のペンキなどを塗り
注意を喚起する

近くにいた人が、搬
送、1時間後病院に
到着、２時間後より
手術

左踵骨骨折

1

130

三脚
・
脚立
11

愛
媛
県

1 73

2
0
1
1

8 1
2 倉庫 管理

当日、突然時間雨量21.5mmと猛烈な豪雨が
発生し、機械倉庫隅に設置した雨樋から雨
水があふれ出していたため、電気器機や配
電盤に水がかかっては大変と、脚立を折り
返したハシゴに登り、トイ内ゴミを除去
し、はしごから降りる際右手を滑らせ、
215cmの高さから、バランスを崩して落
下、両足で着地したが、両足を骨折

長靴を履いていた
が、雨で体もはしご
も濡れており、滑り
やすい状態であっ
た。

電気の配電盤やタイム
コーダｰなどが、雨樋
の近くに設置してあ
り、配置換えが必要、
脚立をはしごとしたと
きの安定性の検討が必
要

携帯電話で息子に連
絡。息子が手配した
救急車で病院搬送

両足の骨折

1

農機外・用手具、1.三脚・脚立2
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年 月 時

117 はし
ご１

北
海
道

1 60

2
0
1
1

1

8
:
3
0

畜舎内
酪農・牧
畜

搾乳作業中、ミルカーの調子が悪く、畜舎
二階にある部品を取りに行き、部品をもっ
たまま、はしごが滑り、はしご最上段、２
ｍより落下。はしごの下は、雪が吹き込
み、滑りやすくなっていた

掛けたはしごが雪で
滑って外れた。つか
まるところがなかっ
た。

はしごが外れない工
夫。はしごの科学必
要。

しばらく失神。寒気
で気づき、近隣の病
院から救急病院に転
送。ＭＲＩ，ＣＴ撮
影

全身打撲

1

118 はし
ご２

新
潟
県

1 73

2
0
1
1

2

6
:
3
0

納屋 管理

農機具が収納されている作業所の補修を行
おうとして、アルミハシゴを使用し、登っ
ている時、バランスを崩し地面に落下し、
膝を強打した。

はしごからバランス
を崩して落下

アルミはしごが滑らな
い工夫。止めを作るな
ど科学が必要。

事故直後は痛くて立
ち上がれなかった。
家族に送ってもらい
受診。紹介状で他の
病院に入院

左膝蓋骨骨折

1.2

119 はし
ご３

愛
媛
県

1 63

2
0
0
5

9 1
4 樹園地 果樹

防風垣にハシゴ(3mを）かけて一番上の段
に乗り、防風垣(杉の木）をノコギリを
使って防風垣の杉の木の高さをそろえるた
め剪定中、足場が不安定なために、杉の木
に足をかけたとき、足をすべらし誤って５
ｍ下の園地に一回転して転落した。

高所作業で、足場が
安定的に確保できて
いなかった

高所作業での足場が安
定的に確保できる工夫
を

妻の車で病院受診 第２腰椎圧迫
骨折

1

131 カケ
ヤ

滋
賀
県

2 70

2
0
1
1

6 1
2 小菊畑 畑作

畝端への杭打ちで杭を支えていたときに、
もういいと思っていたが、相方がもう少し
打ち込もうと「もう一回」とカケヤを振り
下ろして、杭の上に手を置いていてカケヤ
で手を打たれた。

相方との意思疎通の
欠如

・二人作業の場合、互
いに、「だろう」では
なく、必ず次ぎの行動
をする時には声を掛け
合う
・大量の杭打ちをする
場合は、市販の杭支え
などを使用する

左手第3指と
第4指の、と
もに第一骨を
押しつぶされ
ての複雑骨折

2

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

主要な原因 提案・改善策 医療情報 傷病名

２．はしご、３．カケヤ

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類 事故状況

農機外・用手具、2.はしご、3.ｶｹﾔ
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年 月 時

132
歩
行
１

富
山
県

1 61

2
0
0
8

7 田 水稲

素足で田の溝きり中、かりんの小枝を踏む 素足で、何が落ちて
いるか分からない、
水田、圃場に入った

昔の田んぼであれば、
ほとんど異物がなかっ
たと思われるが、現在
は何があっても不思議
ではなく、防護の徹底
が必要

自車で病院受診。破
傷風の注射を受ける

破傷風

1

133
歩
行
２

富
山
県

1 62

2
0
1
0

7 1
6 田 水稲

上記と同様に、素足で釘を踏む 素足で、何が落ちて
いるか分からない、
水田、圃場に入った

昔の田んぼであれば、
ほとんど異物がなかっ
たと思われるが、現在
は何があっても不思議
ではなく、防護の徹底
が必要

自車で病院受診。膿
を出す

左足蜂窩織炎

1

134
歩
行
３

愛
媛
県

1 81

2
0
1
1

4 1
5 樹園地 果樹

樹園地から農道へ出よう約30cmの傾斜した
ところから、20cmの水路を跨いだ際に、上
手く超えることができず転倒し、右目尻を
打撲した。跨いだ先は、約40°の傾斜であ
り、不安定な場所であった。

高齢により、昔は簡
単に超えられた溝等
も十分に飛び越えら
れなかった、なお本
人は前年(80歳)時に
樹園地で石に躓いて
転倒、81歳時にジャ
ガイモ選別中にバラ
ンスを崩して転倒・
負傷している

高齢者が野外で作業を
するための補助階段の
設置など、障害者が街
中を歩行するために配
慮されているような視
点を、農作業現場にも
持ち込む必要がある。

自車で病院受診 右目尻の打撲

2

135
火
傷
１

富
山
県

2 59

2
0
0
9

9 1
1 畑 管理

畑で草を燃やそうとして、油をまいて火を
つけたところ、一瞬に炎が燃えあがり顔・
上肢にやけど

本人は単なる油と
思っていたが、混合
油であったらしく、
混合油がほとんどガ
ソリンと同じように
危険との認識がな
かった

草を十分乾燥させてか
ら処理、また油類を使
うときは、種類を確か
める

自ら、シャワーを浴
び、夫に総合病院へ
連れて行ってもらう

両側上肢Ⅱ度
熱傷
顔面熱傷

1

136
火
傷
２

富
山
県

2 68

2
0
0
9

4 1
1 休耕田 管理

休耕田の枯草を焼いていて、近くで、別の
作業をしていたところ、気がついたら、思
いもがけないところまで火が広がってお
り、このままでは、山全体に火が広がると
思い、慌ててそこらにあるもので、たたい
ていて服に火が付き火傷

予定していた以上
に、火が広がった

野火をする場合は、火
が消えるまで最後まで
目を離さない

三輪車で家に帰り、
夫が運転して総合病
院受診

熱傷（２度顔
面、手掌、臀
部）

1

＜農機外事例＞　Ⅱ．特になし

１歩行、２火傷、３木のぼり

連続
NO

機
種
N
O

地
区
名

性
別

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類 傷病名

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

事故状況 主要な原因 提案・改善策 医療情報

農機外・特になし、1.歩行、2.火傷、3木のぼり1
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年 月 時

連続
NO

機
種
N
O

地
区
名

性
別

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類 傷病名

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

事故状況 主要な原因 提案・改善策 医療情報

137

木
の
ぼ
り
１

富
山
県

1 73

2
0
0
9

2 1
0 庭 果樹

はしごをかけて柿木の剪定中に木から転落 雨上がりであって、
ハシゴから木に移っ
た時、木は肌がぬれ
ていて滑りやすく、
枝から足を滑らせた

柿の木は特に、滑りや
すく、雨後の作業は避
ける

息子が昼に帰るまで
間、我慢して家で
待って、昼に息子に
連れて行ってもらう

第2第4腰椎圧
迫骨折

1

138

木
の
ぼ
り
２

愛
媛
県

1 72

2
0
1
0

11 樹園地 果樹

みかんの樹に上り収穫作業中、みかんの樹
の枝が折れて転落。

みかんの樹は、樹高
は低いものの、地面
に接するように、枝
葉が茂っており、脚
立等が、樹幹に接近
することが困難であ
り、直接、樹に昇ら
ざるを得なくて、枝
が折れた

低木性でありながら、
樹幹が地面まで覆って
いるような果樹に対す
る、作業機の開発は考
えられないだろうか

一緒に作業している
人が病院に連れてい
てくれた？

肩・指の骨
折、頭を7針
縫った

1

農機外・特になし、1.歩行、2.火傷、3木のぼり2
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年 月 時

139
運
搬
１

長
野
県

2 83

2
0
1
0

11 1
3 田 水稲

稲こきを終え、はぜかけ棒を片付けようと
してよじけて尻もちをついた。

はぜかけ棒を持とう
としてぎっくり腰。

重いものを持つことの
注意喚起

夫の車ですぐに受診 第1腰椎圧迫
骨折 1

140
運
搬
２

愛
媛
県

1 48

2
0
1
1

5 1
4 倉庫 果樹

使用した防除タンクを残液を捨てようとタ
ンクを持ち上げた際、軽トラが死角になり
右から来たミニバイクに気づくのが遅れ、
避けようとした瞬間、用水路の穴に足がは
まり転倒した。

狭く、傾斜のある道
路で、かつ曲がりく
ねっていて、左右の
見通しが悪かった

・工事用のポｰルなど
を立て、作業中である
ことをアピールするこ
となど必要

一緒に作業していた
友人の車で病院搬
送、骨折と分かり他
の病院へ転送

大腿骨頸部骨
折

1

141 階
段

富
山
県

1 55

2
0
0
3

9 1
7 納屋 管理

雨が降ってきて、急いで納屋の二階の窓を
閉めようとして、足を滑らせ、二階から転
落

あせりと、階段まわ
りが雑然としてい
て、飛び越えようと
した

手順の遵守、整理整頓
の徹底

妻が気づいて、病院
へ連れて行く

背部打撲

1

142

草
む
し
り

愛
媛
県

2 76

2
0
1
1

3 1
5 樹園地 果樹

自宅横の柑橘園地において、バック・後ず
さりしながら草取りをしていた。等間隔に
防風垣の木があり、当然端に行けば木に当
たると思っていたが、台風で折れ、枯れた
ので家人が切っており、それでバランスを
崩して3m下の道路に転落した。

あると思う物がなく
なっていた

なれた場所であって
も、常に作業前に現場
の状況の確認を

近所の人が発見、通
報してくれた。頭を
打ったので息子の嫁
が脳神経外科に搬
送、その後転院

右足骨折

1

143
手
作
業

長
野
県

2 83

2
0
1
1

6 1
5 土手 果樹

斜面のりんご畑の土手で、鹿除けの網を張
ろうと杭代わりに木の枝に結びつけようと
して、滑って転倒した。

傾斜のある土手での
作業中、転倒落下

鹿による被害防止策が
必要

娘夫婦が病院搬送。
しばらく自宅休養。
痛みとれず受診。後
遺症あり。コルセッ
ト装着、杖歩行

第12胸椎圧迫
骨折

1

年
齢

受傷年月等

発生
場所

農業
種類 事故状況

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

主要な原因 提案・改善策 医療情報 傷病名

４．運搬、５．階段、６．草むしり、７．手仕事

連続
NO

機
種
N
O

地
区
名

性
別

農機外・特になし、4運搬、5階段、6草むしり、7手仕事
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年 月 時

144 1
北
海
道

2 52

2
0
0
7

4

1
6
:
3
0

牛
舎

酪農・牧
畜

パーラーで搾乳後、人工受精をする人に牛
を見せるため、モクシで親牛を繋ぎ牛の前
に立って引っ張っていたところ、牛が暴れ
突進してきて、避けきれず、牛の頭で体を
押され転倒。転倒した際、通路の鉄パイプ
に額をぶつけ牛に全身を蹴られ、負傷

検査員が来ていたの
でいつもと手順が
違った。牛に蹴られ
た。

手順の確認。気の荒い
牛のマーク。

ご主人が病院へ搬
送。頭を強く打った
のでＭＲＩ検査

頭部打撲

2

145 2
北
海
道

1 23

2
0
1
1

8

パ
ド
ッ
ク

酪農・牧
畜

乾乳牛を離していたパドック（柵）の中に
入って、出産間際の乳牛を独房舎に入れよ
うとしていた所、別の牛が走ってきたの
で、急いで柵をくぐって逃げようとしたが
間に合わず、柵と牛の間に全身を挟まれ
た、元々、その牛は、被害者に日頃から攻
撃的な態度を取っており、用心していた
が、間に合わなかった。

被害者に日頃から攻
撃的な牛に追われ
た。

気の荒い牛もいる。注
意が必要。

近隣の開業医受診 腰背部、打撲

2

146 3
北
海
道

2 49

2
0
1
1

6 牛
舎

酪農・牧
畜

搾乳作業中、搾乳を終了した牛がパイプラ
インミルカのエアホースををいたずらして
抜いた。そこから埃を吸い込んでは大変と
思い、慌てて駆け寄って牛が並んでいる間
に入ってエアホースを接続し、大声で牛を
叱って叩いたところ、牛が尻を振って被害
者の左足を踏んだ。普段は真上から踏まれ
て、真上にどけるので大事には至らない
が、その時は踏み方がこするようであった
ので、負傷がひどかった。

いたずらした牛を
叱って叩いたら、そ
の拍子に尻を振って
足を踏まれた。

気の荒い牛もいる。注
意が必要。

事故の10日後に受
診。日数が経ってい
たので処置できず。
痛みがとれるまで2
か月

左足甲、２カ
所骨折

2

147 4
北
海
道

1 49

2
0
1
1

7

1
2
:
0
0

牛
舎

酪農・牧
畜

牛と牛の間に入っている敷藁をフォークで
ならしていたら、突然、背後の牛が被害者
の右肘にぶつかり、その拍子にフォークで
左足親指に突き刺した。フォークは長年
使っており、コンクリートの床に擦れるう
ちに、先端が細く鋭くなっていた。

背後にいた牛がぶつ
かってきた拍子に
持っていたフォーク
で足を刺した。

牛と牛の間隔に余裕を
持った牛舎の設計も重
要。

すぐに病院受診。破
傷風の注射。

左足第１趾刺
創（貫通）

2

農業
種類 傷病名

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

事故状況 主要な原因 提案・改善策 医療情報

＜農機外事例＞　Ⅲ．生き物

１．牛

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

年
齢

受傷年月等

発
生

場
所

農機外・生き物、1.牛1
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年 月 時

農業
種類 傷病名

入院 １
通院 ２
死亡 ３

通院せず ４
不明 －

事故状況 主要な原因 提案・改善策 医療情報

１．牛

連続
NO

機種
NO

地
区
名

性
別

年
齢

受傷年月等

発
生

場
所

148 5
北
海
道

1 24

2
0
1
1

8

ﾌ
ﾘ

ｰ

ｽ
ﾄ

ｰ

ﾙ
牛
舎

酪農・牧
畜

分娩を終えた牛にﾓｸｼをつけてﾌﾘｰｽﾄｰﾙ牛舎
に連れて行く途中、暴れて、乾乳牛舎とﾌ
ﾘｰｽﾄｰﾙ牛舎の間に走って逃げた。右手で繋
ぎ縄を持ったままだったので、つられて
走って転んだが、牛が止まったため起き上
がって、牛がそれ以上遠くに行かないよう
にﾌﾘｰｽﾄｰﾙ牛舎の窓のポールを左手で掴ん
だが、再び牛が動き出した拍子に前のめり
になり転んだ時、牛の後ろ足に顔面をぶつ
けた。

分娩を終えた牛を連
れて行く途中、後ろ
足で蹴られた。

普段と違う条件の牛は
人に寄ってくる習性が
ある。注意が必要。

搾乳を終えてから病
院受診、

顔面打撲

2

149 6
北
海
道

2 53

2
0
1
1

7

1
8
:
0
0

牛
舎

酪農・牧
畜

事故当時、左脚ふくらはぎの腱を切ってい
てしゃがむことが困難であったため、搾乳
前の乳頭清拭を牛と牛の間に入って中腰姿
勢で行おうとして手を牛の乳房に伸ばしか
けた瞬間、後ろ足で被害者の左、腰から膝
ににかけてけり下ろした。

怪我をしていた。中
腰姿勢で乳頭清拭を
しようとして蹴られ
た。

牛に近寄りすぎない工
夫ができないか。

1週間がまんしてか
ら受診。他の病院で
ＭＲＩ検査

左脚膝、挫傷

1

150 7
北
海
道

北
海
道
開
発
公
社

十
勝
育
成
牧
場

酪農・牧
畜

牛との接触事故等 高さ20ｃｍの敷居も
牛には大きなハード
ル。肥育末期の牛に
は移動が困難にな
る。

牛舎環境を整える。牛
にストレスを与えない
工夫も必要。

- -

-

151 8
岩
手
県

1 76

2
0
0
9

10

1
5
:
0
0

牛
舎
隣
の
パ

ド
ッ
ク

酪農・牧
畜

パドックから牛舎に牛を戻そうとしていた
とき，後背部から子牛にマウンティングさ
れた。

牛に後ろからマウン
ティングされた。

パドックの外で綱をつ
なぐ習慣をつける。

血尿。息子の車で近
隣の病院受診。他の
病院へ救急車で転送

肋骨骨折，肝
臓損傷

1,2

152 9
岩
手
県

2 53

2
0
1
1

10

6
:
3
0

牛
舎

酪農・牧
畜

搾乳中に牛の後ろ足で左手の指を踏みつけ
られた。

次の牛のことを考え
て、目が離れたと
き、牛に左手を踏ま
れた。

牛の行動に細心の注意
を払う。

搾乳作業が忙しく、
すぐには受診せず。

左手第Ⅲ指爪
剥離　及び
同第Ⅳ・Ⅴ指
切創

2

153 10
富
山
県

1 54

2
0
0
9

6

2
0
:
3
0

牛
舎

酪農・牧
畜

牛の搾乳中、足を上げる牛だったので胴締
めをして乳搾りをし終わった後に乳頭が炎
症を起こさないために、スプレーで後の両
足の間からデッピングを後からかけていた
時、牛が後方向に足を蹴り、中腰状態だっ
たので、ちょうどその位置に頭があり蹴ら
れた。

牛は主に、横に倒れ
込んだり、横に向
かって蹴飛ばしたり
するのだが、真後ろ
で作業をしていた作
業者に真後ろに蹴っ
てきた

牛の事故集積して、牛
の体の危険マップ、ハ
ザードマップの作成
も。
なるべく、近寄らない
で作業をするように
なった

事故後、電話で家に
連絡し、救急車で総
合病院へ、硬膜下出
血はしていなかっ
た。ゆっくり休みた
いが、乳搾りがあ
り、１日のみの入院

頭蓋骨骨折
前頭骨骨折

1

公社の複数の職員

農機外・生き物、1.牛2

- 181 -




